
編
集
後
記

　今
回
の
臨
時
議
会
で
は
、
高
砂
市
民
病
院

の
指
定
管
理
者
を
公
益
社
団
法
人
地
域
医
療

振
興
協
会
に
指
定
す
る
重
要
な
議
案
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。
物
価
高
騰
や
医
師
確
保
な
ど

厳
し
い
状
況
が
続
く
中
、
市
民
の
皆
さ
ま
が

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
将
来

に
わ
た
り
維
持
し
て
い
く
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
視
点
か
ら
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、市
の
財
政
へ
の
影
響
や
病
院
職
員

へ
の
配
慮
、指
定
管
理
者
へ
の
円
滑
な
移
行

な
ど
、今
後
も
継
続
し
て
見
守
る
べ
き
課
題

に
つ
い
て
も
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。議

会
で
は
、市
民
の
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
に
直
結

す
る
課
題
を
引
き
続
き
注
視
し
、そ
の
経
過

を
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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https://www.city.takasago.lg.jp/

議会だより議会だより

６月定例会の日程 ６月９日～６月22日 （14日間）

第２回臨時会の日程 ５月19日～５月20日（2日間）
5月19日 開会、市長の提案理由の説明、質疑、委員会審査
20日 特別委員会、委員会審査、委員長報告、討論採決、閉会

中高校生との意見交換会を行いました！
第2回臨時会で市民病院の指定管理者の指定について可決！

第２回臨時会
６月定例会
合併号

6月9日
10日
15・16日
17日

開会、市長の提案理由の説明、諸報告
質疑   
一般質問
特別委員会、委員会審査 

委員会審査   
委員長報告、討論採決、諸報告、質疑
委員会審査、委員長報告、
討論採決（追加提案）、閉会

18日
22日

意見書を提出しました

子どものゆたかな学びと育ちを保障するための
2027 年度政府予算に係る意見書

令和8年6月22日に議決された下記の意見書を内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣に対し提出しました。

内容については高砂市議会ホームページをご覧ください。
右の二次元コードを読み込むことでご覧いただくことも可能です。 意見書・決議

掲載ページ

「高砂市議会だより」の

表紙写真を募集します

本会議・委員会はどなたでも傍聴できます

スマホで議会だよりをチェック！

アプリ「マチイロ」で、議会だよりを
いつでも読むことができます。 
※利用時にはアプリのダウンロードが必要です

行政視察の受け入れ状況 （令和８年５月～６月末現在）

本会議・委員会を
インターネットで放映中！

高砂市議会は「市民に開かれた議会」を目指すため
に、本会議（ライブ・録画）と委員会（ライブ）を配信
しておりますので、ぜひご覧ください。

ライブ中継はこちらの二次元コードを
読み込むことでご覧いただけます。

ぜひ、ご応募ください！
市民のみなさまに親しまれ、身近に感じていただけるよう、
年5回（1月、5月、7月、11月、12月）発行する高砂市議
会だよりの表紙写真を募集します。

問い合わせ先：議会事務局　443-9061

詳しい日程は後日、高砂市議会ホームページにて
お知らせいたします。

９月
定例会は9月18日（金）開会予定

視察日 来庁市議会 視察内容

5月21日 神奈川県海老名市議会 庁舎管理における包括的民間委託について

6月25日 島根県安来市議会 日本遺産北前船寄港地・歴史文化発信事業について

応募方法など詳しくは、
高砂市議会のホームページをご覧ください。
右の二次元コードを読み込むことで
ご覧いただけます。
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日程その他詳しいことは
議会事務局（Tel：443-9061）

までお問合せください。



（6月定例会）委員会審査の概要報告

（第2回臨時会）委員会審査の概要報告（第2回臨時会）議案概要

（6月定例会）議案概要

（第2回臨時会）議案の表決結果を公表します 賛成…○　反対…×

（6月定例会）議案の表決結果を公表します 賛成…○　反対…×

注：議長は表決に加わりません。

注：議長は表決に加わりません。
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事件議案
●高議第22号　指定管理者の指定について

条例議案
●高議第23号　高砂市病院事業の設置等に関する条例の一部を

改正する条例を定めることについて

予算議案
●高予第19号　第1回令和8年度高砂市一般会計補正
●高予第20号　第1回令和8年度高砂市水道事業会計補正
●高予第21号　第1回令和8年度高砂市病院事業会計補正

事件議案
●高議第29号　工事請負契約を締結することについて

条例議案
●高議第24号　高砂市市税条例の一部を改正する条例を定めるこ

とについて
●高議第25号　高砂市医療費助成条例の一部を改正する条例を定 

めることについて
●高議第26号　高砂市水道事業及び工業用水道事業並びに下水道

事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例
を定めることについて

●高議第27号　高砂市病院事業の設置等に関する条例の一部を改
正する条例を定めることについて

●高議第28号　高砂市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正
する条例を定めることについて

●高議第32号　高砂市議会議員政治倫理条例の一部を改正する条
例を定めることについて

予算議案
●高予第22号　第２回令和８年度高砂市一般会計補正
●高予第23号　第２回令和８年度高砂市水道事業会計補正
●高予第24号　第３回令和８年度高砂市一般会計補正
●高予第25号　第３回令和８年度高砂市水道事業会計補正

陳情
【採択】
●子どものゆたかな学びと育ちを保障するための2027年度政府予
算に係る件

【不採択】
●mRNAワクチン（レプリコンワクチンを含む）接種事業中止の意
見書提出を求める陳情書
●高すぎる国民健康保険料の引き下げ、抜本的改善を求める陳情

【予算議案】
●令和８年6月・7月検針請求分の水道料金（基本料金）の
減免については、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交
付金を有効活用すること、市民への周知方法を確認し、
了としました。

【事件議案】
●特別委員会に付託された高議第22号「指定管理者の指
定について」（高砂市民病院の指定管理者として公益社
団法人地域医療振興協会を指定し、協定に基づき経営を
委ねる議案）は、審査の結果、全員異議無く了承しまし
た。なお、審査の過程で示された意見は以下のとおり。
　1.現在、国の内外を問わず令和5年度の高砂市民病院将
来構想策定当時では想定できなかった、社会経済情勢の
激変により、物価高騰・物資の不足等予見不可能な状況
が続いている。このような中、新病院の整備について

は、無条件で容認したものではなく、建設費等今後の状
況を考慮した中で判断すべきと考える。様々な可能性を
考慮し、それぞれのケースに対応できるよう、現段階か
ら協議を進めておくこと。また、高砂市の財政や、その
他の状況も含め適切な判断ができるよう、より確かな情
報の提示に努めることを求める。
　2.医療サービスの充実には、医師確保が最重要課題で
ある。特に必要最低限の内科医師確保の担保が取れるよ
う、協議を進め、協定での明記ができない場合でも、そ
れに代わる確保策の手法を確立すること。
　3.おおきな痛みを伴うこの決断において、高砂市民病
院に努める職員の皆さんに対して最大限の配慮がなさ
れることを求める。今後の職場はもちろんのこと、指定
管理者制度への移行後の心身への負担は計り知れない
ものがある。市長・病院事業管理者は、指定管理者とと
もに、しっかりとフォロー体制を構築すること。

建設環境経済常任委員会

【予算議案】
●地域安全対策事業 児童見守り推進事業費補助金では、
GPS付き見守りサービス機器の申し込みが多く、456千
円の増額補正について審査しました。児童全体のサービ
ス利用割合は30％程度であることを確認し、児童の安全
対策としてさらなる周知をお願いして了としました。
●高砂公民館跡売却事業について、解体費用が売却費用を
上回ることが想定され、そのための工事負担金として
8,100千円の補正予算についてを審査しました。解体にか
かる金額に応じ保証料や違約金を設定できるよう、契約
規則の改定についてもその内容を確認しました。審査の
過程では、市有物件の売却に際し、まちづくりの観点も考
慮して充分な検討がなされたのか、また必要な施設等の
誘致などを含め、政策誘導の余地もあるのではないかと
の意見を付して、了としました。

【予算議案】
●最高裁判決を受けた生活保護費追加給付について、保護
廃止世帯への周知方法や申請漏れ対策を確認し、了とし
ました。
●生成AIパイロット校事業については、指定校２校・協力
校４校を中心に校務活用の実践事例を全校へ共有する取
り組みの内容や、成功・失敗例の共有方法、AIリテラシー
教育の推進、人間とAIの役割分担の明確化などについて
確認し、了としました。

【陳情】
●「mRNAワクチン（レプリコンワクチンを含む）接種事業
中止の意見書提出を求める陳情書」については、全会一致
で不採択としました。
●「子どものゆたかな学びと育ちを保障するための2027年
度政府予算に係る件」については、全会一致で採択とし、
意見書を提出しました。
●「高すぎる国民健康保険料の引き下げ、抜本的改善を求め
る陳情」については、賛成少数につき不採択としました。

【条例議案】
●高砂市水道事業及び工業用水道事業並びに下水道事業の
設置等に関する条例の一部を改正する条例を定めること
については、内容を確認し、了としました。

【予算議案】
●森林環境整備基金積立事業については、令和7年度末にお
いて約1685万円の基金残高があり、暴風による倒木予防
や公園遊具など、市民のために活用することを意見し、了
としました。
●水道管路耐震化事業等への繰入金については、DX技術を
活用しドローンなどで管路施設を点検する際の作業の安
全性について確認し、了としました。
●令和8年8月・9月検針請求分の水道料金（基本料金）の減
免については、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金
を有効活用すること、市民への周知方法を確認し、了とし
ました。

総務常任委員会

文教厚生常任委員会

建設環境経済常任委員会

行政課題等調査検討特別委員会

高議第24号～同第29号、
同第32号、
高予第23号～同第25号

mRNAワクチン（レプリコンワ
クチンを含む）接種事業中止の
意見書提出を求める陳情書
子どものゆたかな学びと育
ちを保障するための2027
年度政府予算に係る件
高すぎる国民健康保険料
の引き下げ、抜本的改善
を求める陳情
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（6月定例会）委員会審査の概要報告

（第2回臨時会）委員会審査の概要報告（第2回臨時会）議案概要

（6月定例会）議案概要

（第2回臨時会）議案の表決結果を公表します 賛成…○　反対…×

（6月定例会）議案の表決結果を公表します 賛成…○　反対…×

注：議長は表決に加わりません。

注：議長は表決に加わりません。
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事件議案
●高議第22号　指定管理者の指定について

条例議案
●高議第23号　高砂市病院事業の設置等に関する条例の一部を

改正する条例を定めることについて

予算議案
●高予第19号　第1回令和8年度高砂市一般会計補正
●高予第20号　第1回令和8年度高砂市水道事業会計補正
●高予第21号　第1回令和8年度高砂市病院事業会計補正

事件議案
●高議第29号　工事請負契約を締結することについて

条例議案
●高議第24号　高砂市市税条例の一部を改正する条例を定めるこ

とについて
●高議第25号　高砂市医療費助成条例の一部を改正する条例を定 

めることについて
●高議第26号　高砂市水道事業及び工業用水道事業並びに下水道

事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例
を定めることについて

●高議第27号　高砂市病院事業の設置等に関する条例の一部を改
正する条例を定めることについて

●高議第28号　高砂市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正
する条例を定めることについて

●高議第32号　高砂市議会議員政治倫理条例の一部を改正する条
例を定めることについて

予算議案
●高予第22号　第２回令和８年度高砂市一般会計補正
●高予第23号　第２回令和８年度高砂市水道事業会計補正
●高予第24号　第３回令和８年度高砂市一般会計補正
●高予第25号　第３回令和８年度高砂市水道事業会計補正

陳情
【採択】
●子どものゆたかな学びと育ちを保障するための2027年度政府予
算に係る件

【不採択】
●mRNAワクチン（レプリコンワクチンを含む）接種事業中止の意
見書提出を求める陳情書
●高すぎる国民健康保険料の引き下げ、抜本的改善を求める陳情

【予算議案】
●令和８年6月・7月検針請求分の水道料金（基本料金）の
減免については、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交
付金を有効活用すること、市民への周知方法を確認し、
了としました。

【事件議案】
●特別委員会に付託された高議第22号「指定管理者の指
定について」（高砂市民病院の指定管理者として公益社
団法人地域医療振興協会を指定し、協定に基づき経営を
委ねる議案）は、審査の結果、全員異議無く了承しまし
た。なお、審査の過程で示された意見は以下のとおり。
　1.現在、国の内外を問わず令和5年度の高砂市民病院将
来構想策定当時では想定できなかった、社会経済情勢の
激変により、物価高騰・物資の不足等予見不可能な状況
が続いている。このような中、新病院の整備について

は、無条件で容認したものではなく、建設費等今後の状
況を考慮した中で判断すべきと考える。様々な可能性を
考慮し、それぞれのケースに対応できるよう、現段階か
ら協議を進めておくこと。また、高砂市の財政や、その
他の状況も含め適切な判断ができるよう、より確かな情
報の提示に努めることを求める。
　2.医療サービスの充実には、医師確保が最重要課題で
ある。特に必要最低限の内科医師確保の担保が取れるよ
う、協議を進め、協定での明記ができない場合でも、そ
れに代わる確保策の手法を確立すること。
　3.おおきな痛みを伴うこの決断において、高砂市民病
院に努める職員の皆さんに対して最大限の配慮がなさ
れることを求める。今後の職場はもちろんのこと、指定
管理者制度への移行後の心身への負担は計り知れない
ものがある。市長・病院事業管理者は、指定管理者とと
もに、しっかりとフォロー体制を構築すること。

建設環境経済常任委員会

【予算議案】
●地域安全対策事業 児童見守り推進事業費補助金では、
GPS付き見守りサービス機器の申し込みが多く、456千
円の増額補正について審査しました。児童全体のサービ
ス利用割合は30％程度であることを確認し、児童の安全
対策としてさらなる周知をお願いして了としました。
●高砂公民館跡売却事業について、解体費用が売却費用を
上回ることが想定され、そのための工事負担金として
8,100千円の補正予算についてを審査しました。解体にか
かる金額に応じ保証料や違約金を設定できるよう、契約
規則の改定についてもその内容を確認しました。審査の
過程では、市有物件の売却に際し、まちづくりの観点も考
慮して充分な検討がなされたのか、また必要な施設等の
誘致などを含め、政策誘導の余地もあるのではないかと
の意見を付して、了としました。

【予算議案】
●最高裁判決を受けた生活保護費追加給付について、保護
廃止世帯への周知方法や申請漏れ対策を確認し、了とし
ました。
●生成AIパイロット校事業については、指定校２校・協力
校４校を中心に校務活用の実践事例を全校へ共有する取
り組みの内容や、成功・失敗例の共有方法、AIリテラシー
教育の推進、人間とAIの役割分担の明確化などについて
確認し、了としました。

【陳情】
●「mRNAワクチン（レプリコンワクチンを含む）接種事業
中止の意見書提出を求める陳情書」については、全会一致
で不採択としました。
●「子どものゆたかな学びと育ちを保障するための2027年
度政府予算に係る件」については、全会一致で採択とし、
意見書を提出しました。
●「高すぎる国民健康保険料の引き下げ、抜本的改善を求め
る陳情」については、賛成少数につき不採択としました。

【条例議案】
●高砂市水道事業及び工業用水道事業並びに下水道事業の
設置等に関する条例の一部を改正する条例を定めること
については、内容を確認し、了としました。

【予算議案】
●森林環境整備基金積立事業については、令和7年度末にお
いて約1685万円の基金残高があり、暴風による倒木予防
や公園遊具など、市民のために活用することを意見し、了
としました。
●水道管路耐震化事業等への繰入金については、DX技術を
活用しドローンなどで管路施設を点検する際の作業の安
全性について確認し、了としました。
●令和8年8月・9月検針請求分の水道料金（基本料金）の減
免については、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金
を有効活用すること、市民への周知方法を確認し、了とし
ました。

総務常任委員会

文教厚生常任委員会

建設環境経済常任委員会

行政課題等調査検討特別委員会

高議第24号～同第29号、
同第32号、
高予第23号～同第25号

mRNAワクチン（レプリコンワ
クチンを含む）接種事業中止の
意見書提出を求める陳情書
子どものゆたかな学びと育
ちを保障するための2027
年度政府予算に係る件
高すぎる国民健康保険料
の引き下げ、抜本的改善
を求める陳情
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中
学
校
給
食
の
無
償
化
及
び
質
と
量
の
改
善
を
求
め
る

給
食
費
無
償
化
は
多
額
の
費
用
が
毎
年
度
必
要
と
な
る
。現
状
は

物
価
高
騰
分
を
市
が
負
担
し
、保
護
者
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
い

る
。施
策
の
優
先
順
位
を
つ
け
な
が
ら
、子
育
て

支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。給
食
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
6
割
強
の
生
徒
が
給
食

の
量
を
ち
ょ
う
ど
良
い
と
回
答
し
て
い
る
。給

食
が
足
り
て
い
な
い
と
い
う
意
見
に
関
し
て
は
、

ま
ず
ご
本
人
や
保
護
者
の
意
見
を
聞
き
、実
情

を
捉
え
て
い
き
た
い
。購
買
や
持
参
に
も
リ
ス

ク
が
あ
り
十
分
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
後
も
考
え
て
ま
い
り
た
い
。

保
育
環
境
の
充
実
を
求
め
る

①
学
童
保
育
の
時
間
拡
大
　
②
病
児
保
育
　
高
砂
市
民
病
院
で
の

実
施
　
③
病
児
保
育
及
び
一
時
保
育
の
予
約
D
X
化

長
期
休
暇
中
に
保
護
者
の
希
望
が
あ
っ
た
場
合
、午
前
7
時
30
分
か

ら
児
童
の
預
か
り
を
実
施
し
て
い
る
。今
後
、地
域
の
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
た
適
切
な
朝
の
居
場
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
指
定
管
理
者
制
度
に
移
行
し
た
あ
と
の
病
児
保
育
の
実
現
可
能
性
に

つ
い
て
、地
域
医
療
振
興
協
会
の
医
師
確
保
ル
ー
ト
か
ら
の
小
児
科
医
師

確
保
、ま
た
小
児
医
療
に
長
け
た
看
護
師
及
び
保
育
士
の
確
保
が
可
能

か
、検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
病
児
保
育
の
利
用
に
関
し
て
は
、医
療
機
関
に
お
け
る
独
自
の
予
約
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
が
、一
部
の
手
続
き
は
紙
媒
体
で
あ
る
。各
種

申
請
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
つ
い
て
、他
自
治
体
の
事
例
等
を
調
査
し
、よ

り
利
用
し
や
す
い
仕
組
み
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
一
時
預
か
り
に
つ
い
て
は
、実
施
園
ご
と
に
個
別
に
調
整
が
必
要
と
な

り
、予
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
、現
在
の
運
用
と
の
整
合
性
等
を
踏
ま
え

た
上
で
調
査
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。国
や
他
の
自
治
体
の
動
向
も
注
視

し
、よ
り
利
用
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

■
そ
の
他
質
問
項
目

 

・ 

仕
事
と
育
児
の
両
立
支
援

 

・ 

経
済
支
援

 

・ 

子
育
て
支
援
ア
プ
リ
の
導
入

本
市
に
お
い
て
、終
活
相
談
に
特
化
し
た
窓
口
を
設
置
、終
活
登
録

制
度
を
導
入
し
、終
活
支
援
の
充
実
を
図
る
べ
き
で
す
。

本
市
で
は
、単
身
で
身
寄
り
が
な
く
、一
定
の
要
件
を
満
た
す
高
齢
者

を
対
象
に
、葬
儀・納
骨
等
を
葬
祭
事
業
者
と
委
託
契
約
す
る
こ
と
を
サ

ポ
ー
ト
す
る「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン・サ
ポ
ー
ト
事
業
」を
実
施
し
て
い
る
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
は
成
年
後
見
制
度
相
談
会
を
実
施
し
て
お
り
、相
続・遺

言・死
後
事
務
等
の
終
活
相
談
も
実
施
し
て
い
る
。

　
終
活
登
録
制
度
は
、氏
名
や
住
所
等
の
基
本
情
報
や
、終
活
に
関
わ
る
情

報
を
行
政
が
預
か
り
、本
人
が
意
思
を
示
せ
な
い
状
況
に
な
っ
た
際
、医
療

機
関
や
消
防
、本
人
が
指
定
し
た
方
等
へ
情
報
提
供
を
行
い
、本
人
の
意
思

の
実
現
を
支
援
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

　
本
市
で
の
制
度
実
施
に
つ
い
て
は
、制
度
設
計
や
人
員
確
保
等
、検
討
課

題
が
多
岐
に
わ
た
る
為
、先
進
自
治
体
の
状
況
を
参
考
に
、今
後
も
調
査
研

究
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

市
民
ニ
ー
ズ
の
非
常
に
高
い
高
砂
地
区
に
お
け
る
食
品
ス
ー
パ
ー
の

誘
致
に
向
け
て
、市
民
プ
ー
ル
跡
地
を
活
用
す
べ
き
で
す
。

商
業
実
態
調
査
に
お
い
て
、高
砂
地
区
に
お
け
る
商
業
施
設
や
小
売

店
へ
の
満
足
度
が
低
く
、日
常
的
に
利
用
で
き
る
店
舗
の
充
実
を
望

む
声
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

　
現
在
、自
治
会
と
の
協
議
に
基
づ
き
、高
砂
町
内
の
12
ヶ
所
で
移
動
ス
ー
パ
ー

を
巡
回
運
営
し
て
お
り
、住
民
の
買
い
物
機
会
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
市
民
プ
ー
ル
跡
地
に
つ
い
て
は
、施
設
の

老
朽
化
に
伴
い
、解
体
を
前
提
に
民
間
事
業

者
へ
の
貸
付
を
優
先
的
に
検
討
し
て
お
り
、

文
化
会
館
の
移
転
候
補
地
案
の
一
つ
と
し
て

の
検
討
も
進
め
て
い
る
。

　
今
後
、食
品
ス
ー
パ
ー
な
ど
買
い
物
の
機

会
を
提
供
で
き
る
民
間
事
業
者
の
活
用
も
、

選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
質
問
項
目

 

・ 

１
か
月
児
健
康
診
査
の
取
組
に
つ
い
て

 

・ 

遺
贈
寄
附
の
体
制
整
備
に
つ
い
て

問問 答

問問 答答

答 終
活
支
援
の
取
り
組
み
強
化
、

市
民
プ
ー
ル
跡
地
の
活
用

部
活
動
の
地
域
展
開
で
多
様
な
人
材
が
校
内
に
立
ち
入
る
中
、

日
本
版
Ｄ
Ｂ
Ｓ
の
死
角
と
な
る
初
犯
者
等
の
リ
ス
ク
を
ハ
ー

ド
面
で
補
う
必
要
が
あ
る
。犯
罪
抑
止
や
指
導
者
を
守
る
盾
と
し
て
、

校
舎
内
へ
の
戦
略
的
な
防
犯
カ
メ
ラ
の
配
置
を
求
め
る
。

部
活
動
の
地
域
展
開
に
よ
り
多
様
な
人
材
が
校
舎
内
に
立
ち

入
る
こ
と
は
、
地
域
で
こ
ど
も
た
ち
を
育
む
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

側
面
を
持
つ
一
方
、
不
審
者
侵
入
等
の
新
た
な
リ
ス
ク
を
も
た
ら
す

懸
念
が
あ
る
。
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
、
犯
罪
抑
止
や
指
導
者
を
守

る
有
効
な
手
段
で
あ
り
、
こ
ど
も
た
ち
の
安
全
を
確
保
す
る
重
要
な

役
割
も
果
た
す
。

　
現
在
、
先
進
自
治
体
で
校
舎
内
防
犯
カ
メ
ラ
の
新
規
設
置
例
は
な

い
が
、
教
育
委
員
会
で
は
防
犯
カ
メ
ラ
の
戦
略
的
配
置
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
策
定
を
含
め
、
物
理
的
侵
入
防
止
対
策

と
併
せ
て
、
強
固
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
構
築

に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
令
和
10
年
4
月
の
部
活
動
地
域
展
開
開

始
に
向
け
、
予
算
化
を
は
じ
め
と
す
る
準

備
を
進
め
、
安
全
・
安
心
な
学
校
環
境
を
確

立
し
て
い
く
。

カ
メ
ラ
導
入
に
は
設
置
明
示
や
閲
覧
制
限
な
ど
厳
格
な
運
用

5
原
則
を
策
定
し
、
保
護
者
や
地
域
の
理
解
を
得
る
べ
き
。
こ

ど
も
の
安
全
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
最
優
先
政
策
と
位
置
づ
け
、
市
長
は

校
内
防
犯
イ
ン
フ
ラ
の
財
源
確
保
に
ど
う
臨
む
の
か
。

学
校
敷
地
内
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
は
、
安
全
性
向
上
に
有

効
な
手
段
で
あ
る
。
し
か
し
、
児
童
生
徒
や
教
職
員
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
配
慮
、
設
置
場
所
の
選
定
、
運
用
ル
ー
ル
整
備
と
い
う
検
討

課
題
も
あ
る
。

　
学
校
に
お
け
る
防
犯
環
境
整
備
は
、
こ
れ
ま
で
も
通
学
路
を
中
心

に
見
守
り
カ
メ
ラ
5
0
0
台
設
置
な
ど
で
進
め
て
き
た
。
今
後
も
教

育
委
員
会
と
連
携
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
優
先
事
項
を
精
査

し
、
こ
ど
も
が
安
心
し
て
学
び
活
動
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
。

問問 答答 こ
ど
も
の
安
全
を
守
る

先
進
的
な
環
境
整
備
に
つ
い
て

関
係
人
口
創
出
に
向
け
、
ポ
イ
ン
ト
事
業
や
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
古
民
家
再
生
に
掛
け
合
わ
せ
、
多
彩
な
人
材
が
集
う
、

マ
ル
チ
レ
イ
ヤ
ー
方
式
に
よ
る
公
募
や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス

ク
ー
ル
を
取
り
入
れ
る
考
え
を
問
う
。

関
係
人
口
創
出
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト
事
業
や
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
古
民
家
再
生
に
掛
け
合
わ
せ
、
多
彩
な
人
材
が
集
う

マ
ル
チ
レ
イ
ヤ
ー
方
式
に
よ
る
公
募
導
入
は
、
対
象
エ
リ
ア
の
価

値
や
魅
力
を
一
定
程
度
高
め
る
必
要
が
あ
り
、
先
進
事
例
や
本
市

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
将
来
的
な
手
法
の
一
つ
と
し
て
調

査
・
研
究
し
て
い
く
。

　
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
は
、
兵
庫
県
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
実
践
塾
が
開
催
さ
れ

て
お
り
、
市
内
か
ら
の
参
加
者
は
い
な
い
が
関
心
は
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。狭

い
道
が
多
い
本
市
で
の
移
動
手
段
確
保
に
向
け
、
若
者

に
人
気
の
Ｌ
Ｕ
Ｕ
Ｐ
や
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
等
の
新
た
な
移
動

ツ
ー
ル
の
実
証
実
験
を
市
主
導
で
進
め
る
意
思
を
問
う
。

新
た
な
移
動
ツ
ー
ル
の
実
証
実
験
に
関
し
て
は
、
利
用
需

要
の
把
握
、
安
全
対
策
、
運
営
主
体
の
確
保
、
設
置
場
所
や

運
行
環
境
の
整
備
、
費
用
対
効
果
、
既
存
公
共
交
通
と
の
役
割
分

担
な
ど
多
様
な
課
題
を
総
合
的
に
整
理
し
、
効
果
を
十
分
に
見
極

め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
引
き
続
き
地
域
公
共
交
通
計

画
に
基
づ
き
、
他
自
治
体
の
導
入
事
例
や
実
証
実
験
成
果
を
調

査
・
検
討
し
、
本
市
の
特
性
や
交
通
課
題
と
の
適
合
性
を
十
分
検

討
し
た
う
え
で
、
有
効
な
施
策
で
あ
れ
ば
適
切
な
時
期
を
逸
す
る

こ
と
な
く
状
況
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

■
そ
の
他
質
問
項
目

 

・ 

空
き
家
・
古
民
家
の
活
用
制
度
の
展
望
と
推
進
体
制
の
強
化

に
つ
い
て

問問 答答 リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
と
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入

に
つ
い
て

日
本
一
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち

高
砂
の
実
現
に
向
け
て

サ
ン
モ
ー
ル
跡
地
の
現
状
と

今
後
の
対
応
、「
ほ
こ
み
ち
制

度
」を
活
用
し
た
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
は
、土
地
所
有
者

で
あ
る
ア
ス
ク
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
の
担
当
者
と
面
談

を
５
回
実
施
し
、令
和
８
年
度
に
は
、

市
長
が
２
回
本
社
を
訪
問
し
て
代
表

と
面
会
し
、早
期
の
開
発
を
強
く
要
請
し
て
い
る
が
、現
時
点
で
進
展

に
は
至
っ
て
い
な
い
。今
後
も
高
砂
町
の
重
要
課
題
と
し
て
、粘
り
強

く
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

　
ほ
こ
み
ち
制
度
は
、道
路
を
人
中
心
の
空
間
へ
転
換
す
る
有
効
な
手

法
で
あ
る
が
、歩
行
者
が
通
行
す
る
空
間
を
確
保
し
た
上
で
そ
れ
以
上

の
空
間
が
必
要
と
な
り
、歩
道
拡
幅
整
備
等
が
必
要
に
な
る
場
合
も
あ

る
。引
き
続
き
、制
度
活
用
の
可
能
性
を
研
究
し
、歩
い
て
楽
し
め
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

 

堀
川
沿
い
の
里
道
を
活
か
し
た
水
辺
の
回
遊
路
整
備
や
、
海

の
駅
に
よ
る
観
光
振
興
、
民
間
主
体
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
組
織
の
育
成・誘
致
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

多
く
の
里
道
は
点
在
し
て
お
り
、親
水
の
遊
歩
道
や
ベ
ン
チ
等

の
憩
い
の
場
と
し
て
の
活
用
は
出
来
て
い
な
い
。今
後
の
高
砂

町
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
の
動
向
を
踏
ま
え
、里
道
の
利
活
用
に
つ
い
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
過
去
に「
海
の
駅
」、
い
わ
ゆ
る
船
舶
係
留
施
設
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
た
が
、
実
施
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
現
在
、
観
光
交
流
ビ
ュ
ー

ロ
ー
と
連
携
し
、受
け
入
れ
環
境
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
お
り
、引
き

続
き
交
流
人
口
の
増
加
に
努
め
て
い
く
。

　
令
和
５
年
度
に
中
小
企
業
庁
の「
外
部
人
材
活
用
・
地
域
人
材
育
成

事
業
」を
活
用
し
、地
域
の
担
い
手
育
成
や
新
た
な
組
織
づ
く
り
を
検

討
し
た
が
、事
業
化
に
至
ら
な
か
っ
た
。今
後
も
、民
間
主
体
の
人
材

育
成
、仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
く
。

問問 答答 高
砂
駅
周
辺
の
再
生
と
、堀
川
を
軸
と

し
た
水
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

今
後
、
後
期
高
齢
者
人
口
が
増
加
し
、
そ
の
後
の
多
死

時
代
と
な
り
ま
す
。
人
口
減
少
社
会
が
訪
れ
る
中
、
高

砂
市
の
大
変
厳
し
い
財
政
運
営
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
共
生
社
会
の
実
現
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
、
学

校
の
あ
り
方
、
大
型
事
業
、
市
民
病
院
の
新
病
院
等
、
財
政
運

営
に
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。

　
人
口
減
少
に
よ
り
財
政
規
模
が
縮
小
す
る
中
、集
中
と
選
択

が
求
め
ら
れ
ま
す
。限
ら
れ
た
財
源
を
ど
こ
に
重
点
配
分
し
何

を
優
先
し
て
行
く
の
か
市
長
の
考
え
方
を
お
伺
い
し
ま
す
。

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
す
べ
て
の
施
策
や
事
業
を
こ
れ
ま
で
と
同

じ
よ
う
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
く
な
る
と
認
識
し
て

い
る
。
本
市
の
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
財
政
運
営
に
つ
い

て
は
、
財
政
規
模
が
徐
々
に
縮
小
し
て
い
く
こ
と
を
前
提
と

し
、
そ
の
中
で
特
に
投
資
的
事
業
の
総
量
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

重
要
で
あ
る
。

　
大
型
事
業
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
対
立

的
に
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
優
先
さ
れ
る
べ
き
は
、
限
ら
れ

た
財
源
で
市
民
の
皆
様
が
幸
福
で
あ
る
と
実
感
で
き
る
、
ま

た
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
に
必
要

か
ど
う
か
と
い
う
観
点
で
判
断
し
て
い
く
。

　
今
、
最
重
要
課
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
は
市
民
病
院
の

こ
と
で
あ
る
が
、
小
中
学
校
の
安
全
確
保
を
担
保
し
な
が
ら

ど
う
い
っ
た
手
順
で
進
め
て
い
く
の
か
、
庁
内
で
の
議
論
を

踏
ま
え
、
財
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
る
判
断
を
し
な
が
ら
、

市
議
会
、
ま
た
市
民
の
皆
様
に
も
丁
寧
な
説
明
が
で
き
る
よ

う
に
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問答 人
口
減
少
社
会
に
お
け
る

財
政
運
営
の
優
先
順
位
に
つ
い
て
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中
学
校
給
食
の
無
償
化
及
び
質
と
量
の
改
善
を
求
め
る

給
食
費
無
償
化
は
多
額
の
費
用
が
毎
年
度
必
要
と
な
る
。現
状
は

物
価
高
騰
分
を
市
が
負
担
し
、保
護
者
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
い

る
。施
策
の
優
先
順
位
を
つ
け
な
が
ら
、子
育
て

支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。給
食
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
6
割
強
の
生
徒
が
給
食

の
量
を
ち
ょ
う
ど
良
い
と
回
答
し
て
い
る
。給

食
が
足
り
て
い
な
い
と
い
う
意
見
に
関
し
て
は
、

ま
ず
ご
本
人
や
保
護
者
の
意
見
を
聞
き
、実
情

を
捉
え
て
い
き
た
い
。購
買
や
持
参
に
も
リ
ス

ク
が
あ
り
十
分
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
後
も
考
え
て
ま
い
り
た
い
。

保
育
環
境
の
充
実
を
求
め
る

①
学
童
保
育
の
時
間
拡
大
　
②
病
児
保
育
　
高
砂
市
民
病
院
で
の

実
施
　
③
病
児
保
育
及
び
一
時
保
育
の
予
約
D
X
化

長
期
休
暇
中
に
保
護
者
の
希
望
が
あ
っ
た
場
合
、午
前
7
時
30
分
か

ら
児
童
の
預
か
り
を
実
施
し
て
い
る
。今
後
、地
域
の
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
た
適
切
な
朝
の
居
場
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
指
定
管
理
者
制
度
に
移
行
し
た
あ
と
の
病
児
保
育
の
実
現
可
能
性
に

つ
い
て
、地
域
医
療
振
興
協
会
の
医
師
確
保
ル
ー
ト
か
ら
の
小
児
科
医
師

確
保
、ま
た
小
児
医
療
に
長
け
た
看
護
師
及
び
保
育
士
の
確
保
が
可
能

か
、検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
病
児
保
育
の
利
用
に
関
し
て
は
、医
療
機
関
に
お
け
る
独
自
の
予
約
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
が
、一
部
の
手
続
き
は
紙
媒
体
で
あ
る
。各
種

申
請
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
つ
い
て
、他
自
治
体
の
事
例
等
を
調
査
し
、よ

り
利
用
し
や
す
い
仕
組
み
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
一
時
預
か
り
に
つ
い
て
は
、実
施
園
ご
と
に
個
別
に
調
整
が
必
要
と
な

り
、予
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
、現
在
の
運
用
と
の
整
合
性
等
を
踏
ま
え

た
上
で
調
査
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。国
や
他
の
自
治
体
の
動
向
も
注
視

し
、よ
り
利
用
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

■
そ
の
他
質
問
項
目

 

・ 

仕
事
と
育
児
の
両
立
支
援

 

・ 

経
済
支
援

 

・ 

子
育
て
支
援
ア
プ
リ
の
導
入

本
市
に
お
い
て
、終
活
相
談
に
特
化
し
た
窓
口
を
設
置
、終
活
登
録

制
度
を
導
入
し
、終
活
支
援
の
充
実
を
図
る
べ
き
で
す
。

本
市
で
は
、単
身
で
身
寄
り
が
な
く
、一
定
の
要
件
を
満
た
す
高
齢
者

を
対
象
に
、葬
儀・納
骨
等
を
葬
祭
事
業
者
と
委
託
契
約
す
る
こ
と
を
サ

ポ
ー
ト
す
る「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン・サ
ポ
ー
ト
事
業
」を
実
施
し
て
い
る
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
は
成
年
後
見
制
度
相
談
会
を
実
施
し
て
お
り
、相
続・遺

言・死
後
事
務
等
の
終
活
相
談
も
実
施
し
て
い
る
。

　
終
活
登
録
制
度
は
、氏
名
や
住
所
等
の
基
本
情
報
や
、終
活
に
関
わ
る
情

報
を
行
政
が
預
か
り
、本
人
が
意
思
を
示
せ
な
い
状
況
に
な
っ
た
際
、医
療

機
関
や
消
防
、本
人
が
指
定
し
た
方
等
へ
情
報
提
供
を
行
い
、本
人
の
意
思

の
実
現
を
支
援
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

　
本
市
で
の
制
度
実
施
に
つ
い
て
は
、制
度
設
計
や
人
員
確
保
等
、検
討
課

題
が
多
岐
に
わ
た
る
為
、先
進
自
治
体
の
状
況
を
参
考
に
、今
後
も
調
査
研

究
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

市
民
ニ
ー
ズ
の
非
常
に
高
い
高
砂
地
区
に
お
け
る
食
品
ス
ー
パ
ー
の

誘
致
に
向
け
て
、市
民
プ
ー
ル
跡
地
を
活
用
す
べ
き
で
す
。

商
業
実
態
調
査
に
お
い
て
、高
砂
地
区
に
お
け
る
商
業
施
設
や
小
売

店
へ
の
満
足
度
が
低
く
、日
常
的
に
利
用
で
き
る
店
舗
の
充
実
を
望

む
声
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

　
現
在
、自
治
会
と
の
協
議
に
基
づ
き
、高
砂
町
内
の
12
ヶ
所
で
移
動
ス
ー
パ
ー

を
巡
回
運
営
し
て
お
り
、住
民
の
買
い
物
機
会
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
市
民
プ
ー
ル
跡
地
に
つ
い
て
は
、施
設
の

老
朽
化
に
伴
い
、解
体
を
前
提
に
民
間
事
業

者
へ
の
貸
付
を
優
先
的
に
検
討
し
て
お
り
、

文
化
会
館
の
移
転
候
補
地
案
の
一
つ
と
し
て

の
検
討
も
進
め
て
い
る
。

　
今
後
、食
品
ス
ー
パ
ー
な
ど
買
い
物
の
機

会
を
提
供
で
き
る
民
間
事
業
者
の
活
用
も
、

選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
質
問
項
目

 

・ 

１
か
月
児
健
康
診
査
の
取
組
に
つ
い
て

 

・ 

遺
贈
寄
附
の
体
制
整
備
に
つ
い
て

問問 答

問問 答答

答 終
活
支
援
の
取
り
組
み
強
化
、

市
民
プ
ー
ル
跡
地
の
活
用

部
活
動
の
地
域
展
開
で
多
様
な
人
材
が
校
内
に
立
ち
入
る
中
、

日
本
版
Ｄ
Ｂ
Ｓ
の
死
角
と
な
る
初
犯
者
等
の
リ
ス
ク
を
ハ
ー

ド
面
で
補
う
必
要
が
あ
る
。犯
罪
抑
止
や
指
導
者
を
守
る
盾
と
し
て
、

校
舎
内
へ
の
戦
略
的
な
防
犯
カ
メ
ラ
の
配
置
を
求
め
る
。

部
活
動
の
地
域
展
開
に
よ
り
多
様
な
人
材
が
校
舎
内
に
立
ち

入
る
こ
と
は
、
地
域
で
こ
ど
も
た
ち
を
育
む
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

側
面
を
持
つ
一
方
、
不
審
者
侵
入
等
の
新
た
な
リ
ス
ク
を
も
た
ら
す

懸
念
が
あ
る
。
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
、
犯
罪
抑
止
や
指
導
者
を
守

る
有
効
な
手
段
で
あ
り
、
こ
ど
も
た
ち
の
安
全
を
確
保
す
る
重
要
な

役
割
も
果
た
す
。

　
現
在
、
先
進
自
治
体
で
校
舎
内
防
犯
カ
メ
ラ
の
新
規
設
置
例
は
な

い
が
、
教
育
委
員
会
で
は
防
犯
カ
メ
ラ
の
戦
略
的
配
置
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
策
定
を
含
め
、
物
理
的
侵
入
防
止
対
策

と
併
せ
て
、
強
固
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
構
築

に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
令
和
10
年
4
月
の
部
活
動
地
域
展
開
開

始
に
向
け
、
予
算
化
を
は
じ
め
と
す
る
準

備
を
進
め
、
安
全
・
安
心
な
学
校
環
境
を
確

立
し
て
い
く
。

カ
メ
ラ
導
入
に
は
設
置
明
示
や
閲
覧
制
限
な
ど
厳
格
な
運
用

5
原
則
を
策
定
し
、
保
護
者
や
地
域
の
理
解
を
得
る
べ
き
。
こ

ど
も
の
安
全
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
最
優
先
政
策
と
位
置
づ
け
、
市
長
は

校
内
防
犯
イ
ン
フ
ラ
の
財
源
確
保
に
ど
う
臨
む
の
か
。

学
校
敷
地
内
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
は
、
安
全
性
向
上
に
有

効
な
手
段
で
あ
る
。
し
か
し
、
児
童
生
徒
や
教
職
員
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
配
慮
、
設
置
場
所
の
選
定
、
運
用
ル
ー
ル
整
備
と
い
う
検
討

課
題
も
あ
る
。

　
学
校
に
お
け
る
防
犯
環
境
整
備
は
、
こ
れ
ま
で
も
通
学
路
を
中
心

に
見
守
り
カ
メ
ラ
5
0
0
台
設
置
な
ど
で
進
め
て
き
た
。
今
後
も
教

育
委
員
会
と
連
携
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
優
先
事
項
を
精
査

し
、
こ
ど
も
が
安
心
し
て
学
び
活
動
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
。

問問 答答 こ
ど
も
の
安
全
を
守
る

先
進
的
な
環
境
整
備
に
つ
い
て

関
係
人
口
創
出
に
向
け
、
ポ
イ
ン
ト
事
業
や
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
古
民
家
再
生
に
掛
け
合
わ
せ
、
多
彩
な
人
材
が
集
う
、

マ
ル
チ
レ
イ
ヤ
ー
方
式
に
よ
る
公
募
や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス

ク
ー
ル
を
取
り
入
れ
る
考
え
を
問
う
。

関
係
人
口
創
出
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト
事
業
や
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
古
民
家
再
生
に
掛
け
合
わ
せ
、
多
彩
な
人
材
が
集
う

マ
ル
チ
レ
イ
ヤ
ー
方
式
に
よ
る
公
募
導
入
は
、
対
象
エ
リ
ア
の
価

値
や
魅
力
を
一
定
程
度
高
め
る
必
要
が
あ
り
、
先
進
事
例
や
本
市

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
将
来
的
な
手
法
の
一
つ
と
し
て
調

査
・
研
究
し
て
い
く
。

　
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
は
、
兵
庫
県
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
実
践
塾
が
開
催
さ
れ

て
お
り
、
市
内
か
ら
の
参
加
者
は
い
な
い
が
関
心
は
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。狭

い
道
が
多
い
本
市
で
の
移
動
手
段
確
保
に
向
け
、
若
者

に
人
気
の
Ｌ
Ｕ
Ｕ
Ｐ
や
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
等
の
新
た
な
移
動

ツ
ー
ル
の
実
証
実
験
を
市
主
導
で
進
め
る
意
思
を
問
う
。

新
た
な
移
動
ツ
ー
ル
の
実
証
実
験
に
関
し
て
は
、
利
用
需

要
の
把
握
、
安
全
対
策
、
運
営
主
体
の
確
保
、
設
置
場
所
や

運
行
環
境
の
整
備
、
費
用
対
効
果
、
既
存
公
共
交
通
と
の
役
割
分

担
な
ど
多
様
な
課
題
を
総
合
的
に
整
理
し
、
効
果
を
十
分
に
見
極

め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
引
き
続
き
地
域
公
共
交
通
計

画
に
基
づ
き
、
他
自
治
体
の
導
入
事
例
や
実
証
実
験
成
果
を
調

査
・
検
討
し
、
本
市
の
特
性
や
交
通
課
題
と
の
適
合
性
を
十
分
検

討
し
た
う
え
で
、
有
効
な
施
策
で
あ
れ
ば
適
切
な
時
期
を
逸
す
る

こ
と
な
く
状
況
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

■
そ
の
他
質
問
項
目

 

・ 

空
き
家
・
古
民
家
の
活
用
制
度
の
展
望
と
推
進
体
制
の
強
化

に
つ
い
て

問問 答答 リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
と
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入

に
つ
い
て

日
本
一
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち

高
砂
の
実
現
に
向
け
て

サ
ン
モ
ー
ル
跡
地
の
現
状
と

今
後
の
対
応
、「
ほ
こ
み
ち
制

度
」を
活
用
し
た
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
は
、土
地
所
有
者

で
あ
る
ア
ス
ク
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
の
担
当
者
と
面
談

を
５
回
実
施
し
、令
和
８
年
度
に
は
、

市
長
が
２
回
本
社
を
訪
問
し
て
代
表

と
面
会
し
、早
期
の
開
発
を
強
く
要
請
し
て
い
る
が
、現
時
点
で
進
展

に
は
至
っ
て
い
な
い
。今
後
も
高
砂
町
の
重
要
課
題
と
し
て
、粘
り
強

く
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

　
ほ
こ
み
ち
制
度
は
、道
路
を
人
中
心
の
空
間
へ
転
換
す
る
有
効
な
手

法
で
あ
る
が
、歩
行
者
が
通
行
す
る
空
間
を
確
保
し
た
上
で
そ
れ
以
上

の
空
間
が
必
要
と
な
り
、歩
道
拡
幅
整
備
等
が
必
要
に
な
る
場
合
も
あ

る
。引
き
続
き
、制
度
活
用
の
可
能
性
を
研
究
し
、歩
い
て
楽
し
め
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

 

堀
川
沿
い
の
里
道
を
活
か
し
た
水
辺
の
回
遊
路
整
備
や
、
海

の
駅
に
よ
る
観
光
振
興
、
民
間
主
体
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
組
織
の
育
成・誘
致
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

多
く
の
里
道
は
点
在
し
て
お
り
、親
水
の
遊
歩
道
や
ベ
ン
チ
等

の
憩
い
の
場
と
し
て
の
活
用
は
出
来
て
い
な
い
。今
後
の
高
砂

町
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
の
動
向
を
踏
ま
え
、里
道
の
利
活
用
に
つ
い
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
過
去
に「
海
の
駅
」、
い
わ
ゆ
る
船
舶
係
留
施
設
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
た
が
、
実
施
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
現
在
、
観
光
交
流
ビ
ュ
ー

ロ
ー
と
連
携
し
、受
け
入
れ
環
境
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
お
り
、引
き

続
き
交
流
人
口
の
増
加
に
努
め
て
い
く
。

　
令
和
５
年
度
に
中
小
企
業
庁
の「
外
部
人
材
活
用
・
地
域
人
材
育
成

事
業
」を
活
用
し
、地
域
の
担
い
手
育
成
や
新
た
な
組
織
づ
く
り
を
検

討
し
た
が
、事
業
化
に
至
ら
な
か
っ
た
。今
後
も
、民
間
主
体
の
人
材

育
成
、仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
く
。

問問 答答 高
砂
駅
周
辺
の
再
生
と
、堀
川
を
軸
と

し
た
水
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

今
後
、
後
期
高
齢
者
人
口
が
増
加
し
、
そ
の
後
の
多
死

時
代
と
な
り
ま
す
。
人
口
減
少
社
会
が
訪
れ
る
中
、
高

砂
市
の
大
変
厳
し
い
財
政
運
営
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
共
生
社
会
の
実
現
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
、
学

校
の
あ
り
方
、
大
型
事
業
、
市
民
病
院
の
新
病
院
等
、
財
政
運

営
に
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。

　
人
口
減
少
に
よ
り
財
政
規
模
が
縮
小
す
る
中
、集
中
と
選
択

が
求
め
ら
れ
ま
す
。限
ら
れ
た
財
源
を
ど
こ
に
重
点
配
分
し
何

を
優
先
し
て
行
く
の
か
市
長
の
考
え
方
を
お
伺
い
し
ま
す
。

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
す
べ
て
の
施
策
や
事
業
を
こ
れ
ま
で
と
同

じ
よ
う
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
く
な
る
と
認
識
し
て

い
る
。
本
市
の
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
財
政
運
営
に
つ
い

て
は
、
財
政
規
模
が
徐
々
に
縮
小
し
て
い
く
こ
と
を
前
提
と

し
、
そ
の
中
で
特
に
投
資
的
事
業
の
総
量
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

重
要
で
あ
る
。

　
大
型
事
業
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
対
立

的
に
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
優
先
さ
れ
る
べ
き
は
、
限
ら
れ

た
財
源
で
市
民
の
皆
様
が
幸
福
で
あ
る
と
実
感
で
き
る
、
ま

た
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
に
必
要

か
ど
う
か
と
い
う
観
点
で
判
断
し
て
い
く
。

　
今
、
最
重
要
課
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
は
市
民
病
院
の

こ
と
で
あ
る
が
、
小
中
学
校
の
安
全
確
保
を
担
保
し
な
が
ら

ど
う
い
っ
た
手
順
で
進
め
て
い
く
の
か
、
庁
内
で
の
議
論
を

踏
ま
え
、
財
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
る
判
断
を
し
な
が
ら
、

市
議
会
、
ま
た
市
民
の
皆
様
に
も
丁
寧
な
説
明
が
で
き
る
よ

う
に
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問答 人
口
減
少
社
会
に
お
け
る

財
政
運
営
の
優
先
順
位
に
つ
い
て

一 般 質 問 くわしい内容については図書館に備え付けられている「兵庫県高砂市議会定例会会議録」
をご覧ください。（6月定例会の会議録は9月に完成する予定です。）
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7
4.
1
％
の
市
民
が
、
暮
ら
し
が
悪
く
な
っ
た
原
因
は「
物

価
高
騰
」と
回
答
。
次
い
で
、「
消
費
税
・
保
険
料
や
税
金
の
負

担
増
」と
回
答
し
て
い
る
。
個
人
事
業
主
か
ら
は
、資
材
不
足
や
高
騰

で
、悲
痛
な
声
が
あ
る
。賃
上
げ
支
援
を
行
う
自
治
体
も
あ
る
、暮
ら

し
に
必
要
な
支
援
を
。

物
価
高
騰
や
燃
料
費
、
原
材
料
価
格
の
上
昇
が
続
く
中
、
市
内

中
小
事
業
者
は
収
益
の
圧
迫
や
人
材
確
保
の
困
難
に
直
面
し

て
い
る
。
地
域
経
済
と
市
民
生
活
を
支
え
る
中
小
事
業
者
へ
の
支
援

は
重
要
課
題
で
あ
り
、
本
市
は
融
資
や
補
助
金
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
事
業
な
ど
で
経
営
基
盤
強
化
を
図
る
。
今
後
も
支
援
制
度
の
動
向

を
注
視
し
、
事
業
継
続
と
経
営
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
国
民
健
康
保
険
料
は
、
後
期
高
齢
者
へ
の
移
行
等
に
よ
る
被
保
険

者
数
の
減
少
や
医
療
費
の
増
加
に
よ
り
負
担
が
増
し
て
い
る
が
、
基

金
を
取
り
崩
し
、
上
昇
抑
制
を
図
っ
て
い
る
。
介
護
保
険
料
も
基
金

活
用
で
据
え
置
き
と
し
、
抑
制
に
努
め
て
い
る
。

自
由
に
移
動
が
で
き
る
こ
と
は
権
利
で
あ
る
。
公
共
交
通
の

確
保
が
必
要
。
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う

な
態
勢
を
求
め
る
。

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
は
外
出
機
会
確
保
や

社
会
参
加
促
進
に
一
定
の
効
果
を
上
げ
て
い
る
が
、
タ
ク

シ
ー
確
保
が
難
し
い
時
間
帯
も
あ
り
、

制
度
充
実
と
利
用
環
境
確
保
が
課
題
で

あ
る
。

　
障
が
い
者
福
祉
で
は
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
や
就
労
系
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が

増
加
し
、
福
祉
介
護
人
材
の
処
遇
改
善

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
も
地
域
生

活
支
援
拠
点
の
整
備
や
相
談
体
制
の
充

実
に
努
め
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
体
制

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

問問 答答

医
師
の
安
定
確
保
及
び
内
科
の
診
療
体
制
の
充
実
を
図
る
こ

と
に
つ
い
て

ー
議
会
指
摘
で
募
集
要
項
に
明
記
！
基
本
協
定
書
に
反
映
が
な
い
！

覚
書
な
ど
合
意
文
書
を
交
わ
し
未
来
へ
の
責
任
を
果
た
す
べ
き
！
ー

本
市
が
求
め
る
医
療
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、安
定
的
な
医
師

確
保
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　
指
定
管
理
者
に
対
し
て
、内
科
の
診
療
体
制
及
び
救
急
医
療
受
入
体
制
の

充
実
を
求
め
た
の
は
、地
域
医
療
の
将
来
を
見
据
え
た
強
い
意
思
表
示
で
あ

り
、未
来
へ
の
責
任
で
あ
る
。

　
募
集
要
項
に
、内
科
の
診
療
体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
求
め
た
の
は
、

議
会
か
ら
の
ご
指
摘
に
よ
り
明
記
し
た
経
緯
で
あ
り
、記
載
し
て
い
る
内
容

は
基
本
協
定
書
に
よ
り
担
保
さ
れ
て
い
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

　
別
途
、合
意
文
書
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、確
約

は
で
き
な
い
が
、強
い
意
思
を
持
っ
て
相
手
方
と
協
議
を
行
い
、合
意
文
書

と
し
て
残
せ
る
か
残
せ
な
い
の
か
も
含
め
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

救
急
医
療
の
応
需
率
を
向
上
さ
せ
る
具
体
的
手
法
に
つ
い
て

ー
消
防
署
と
の
連
携
強
化
に
資
す
る
関
係
再
構
築
の
協
議
な
ど
ー

救
急
医
療
の
応
需
率
向
上
に
向
け
、指
定
管
理
者
か
ら
受
け
入
れ
体

制
の
整
備
や
院
内
連
携
の
強
化
、地
域
医
療
機
関
や
消
防
と
の
連
携

を
強
化
す
る
提
案
が
あ
っ
た
。救
急
患
者
対
応
フ
ロ
ー
や
院
内
動
線
の
整
理

を
行
い
、円
滑
な
受
け
入
れ
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、内
科
医
師
の
増

員
に
よ
り
応
需
率
を
向
上
し
て
い
く
意
思
を
確
認
し
て
い
る
。消
防
と
の
連

携
に
つ
い
て
は
、指
定
管
理
者
と
な
り
新
し

く
体
制
が
変
わ
る
こ
と
で
、救
急
医
療
の
向

上
に
向
け
た
協
議
の
場
を
設
定
し
た
い
。

■
そ
の
他
質
問
項
目

  

・ 

超
長
期
財
政
見
通
し
に
お
け
る
財
政
リ  

　  

ス
ク
分
析
に
つ
い
て

  

・ 

運
営
交
付
金
の
考
え
方
に
つ
い
て

  

・ 

議
会
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
継
続
に
つ
い
て

問問 答答

日
本
共
産
党
の
市
政
ア
ン
ケ
ー
ト
か

ら
、
市
民
が
求
め
る
市
政
に
つ
い
て

ほ
か

未
来
を
担
う
こ
ど
も
た
ち
の
教
育

環
境
の
充
実
に
つ
い
て
　
ほ
か

持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
た
め
の

学
校
再
編
検
討
の
在
り
方
に
つ
い
て

ほ
か

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
学
び
の
環
境
整
備
と
し
て
、
高
砂
市

独
自
の
強
み
を
活
か
し
た「
高
砂
版
S
T
E
A
M
教
育
」の
推

進
と
、「
学
び
の
多
様
化
学
校
」の
設
置・活
用
に
つ
い
て

昨
年
度
、
市
内
小
中
学
校
で
は
、
企
業
や
大
学
、
高
等
専
門
学

校
、
地
域
団
体
等
と
連
携
し
た
授
業
や
体
験
活
動
を
3
0
0

回
以
上
実
施
し
、「
高
砂
S
T
E
A
M
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」に
は
23
の
地

域
団
体
や
企
業
が
登
録
し
て
い
る
。
学
校
は
地
域
の
人
や
物
を
生
か

し
た
探
究
的
な
学
び
を
展
開
し
、
高
砂
市
プ
レ
ゼ
ン
発
表
会
で
は
地

元
企
業
や
地
域
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
探
究
の
成
果
を
発
表
し
て
い

る
。
今
後
も
産
官
学
民
と
の
連
携
を
深
め
将
来
の
高
砂
を
支
え
る
人

材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
と
し
て
、
校
内
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
や

の
び
の
び
教
室
、
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
で
の
支
援
な
ど
多
様
な
居
場
所

づ
く
り
と
柔
軟
な
学
習
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。
学
び
の
多
様
化
学

校
に
つ
い
て
は
有
効
な
選
択
肢
の
一
つ
と
認
識
し
て
い
る
が
、
市
独

自
の
設
置
に
は
課
題
も
存
在
す
る
。
今
後
、
国
や
県
の
動
向
や
先
進

事
例
を
踏
ま
え
、
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

社
会
的
孤
立
を
防
ぎ
、
全
て
の
市
民
が
自
分
ら
し
く
輝
け
る

「
地
域
共
生
社
会
」の
実
現
に
つ
い
て

社
会
的
孤
立
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
の
あ
る

方
や
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
や
相
談
で
き

る
場
を
地
域
の
中
に
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
現
在
、

「
だ
れ
で
も
立
ち
寄
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」に
お
い
て
、
多
様
な
背
景
を

持
つ
市
民
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
今
後
は
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
や
関
係
団
体
の
意
見
も
踏
ま
え
な
が

ら
、
身
近
な
地
域
に
お
け
る
居
場
所
や
相
談
機
会
を
得
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
を
検
討
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
質
問
項
目

 

・ 

多
様
な
避
難
ニ
ー
ズ
へ
の
事
前
対
応
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
効
率
的
な
避
難
所
運
営
に
つ
い
て

問問 答答

現
在
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る「
新
た
な
学
校
づ
く
り
推
進
計

画
」に
関
し
て
は
事
業
戦
略
、
財
政
事
情
を
俯
瞰
し
て
一
定
の

レ
ベ
ル
で
の
予
算
枠
を
定
め
て
検
討
指
示
を
出
し
て
お
く
べ
き
で
は

な
い
の
か
。

本
市
の
新
た
な
学
校
づ
く
り
推
進
計
画
は
、
教
育
委
員
会
と

市
長
部
局
が
連
携
し
て
こ
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の
望
ま
し
い

教
育
環
境
を
検
討
し
て
い
る
。
教
育
環
境
の
充
実
と
財
政
面
の
影
響

を
認
識
し
、
必
要
機
能
や
支
出
の
精
査
を
徹
底
す
る
。
予
算
枠
を
特

定
に
設
け
る
考
え
は
現
時
点
で
な
く
、
地
域
開
放
や
複
合
化
で
施
設

規
模
を
適
正
化
し
財
政
負
担
を
抑
制
す
る
方
針
で
あ
る
。
秋
頃
に
学

校
再
配
置
案
を
示
し
、
令
和
９
年
９
月
に
公
共
施
設
最
適
化
計
画
を

策
定
す
る
。

J
R
宝
殿
駅（
南
側
）の
送
迎
車
の
混
雑
と
そ
の
解
決
の
為
に

タ
ク
シ
ー
待
機
場
所
の
有
効
活
用
の
方
法
を
模
索
す
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

J
R
宝
殿
駅
南
ロ
ー
タ
リ
ー
に
お
け
る
送
迎
車
両
と
公
共
交

通
に
よ
る
交
通
混
雑
は
課
題
で
あ
る
。
タ
ク
シ
ー
専
用
待
機

ス
ペ
ー
ス
は
高
齢
者
な
ど
駅
利
用
者
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め

設
置
さ
れ
、
そ
の
機
能
は
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。
一
方
、
一
般
車
両
の

送
迎
ス
ペ
ー
ス
不
足
に
つ
い
て
は
県
道
拡
幅

事
業
に
伴
い
ロ
ー
タ
リ
ー
を
含
む
駅
前
広
場

の
整
備
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
タ
ク
シ
ー

待
機
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
も
含
め
、
公
共

交
通
と
一
般
車
両
双
方
が
利
用
し
や
す
い
駅

前
広
場
の
整
備
を
検
討
す
る
。
今
後
も
県
・

加
古
川
市
・
公
共
交
通
事
業
者
等
と
連
携
し
、

交
通
混
雑
の
改
善
と
利
便
性
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

■
そ
の
他
質
問
項
目

 

・ 

官
民
連
携
の
新
事
業
へ
の
挑
戦
を
す
べ
き
で
は

 

・ 

職
員
さ
ん
の
安
全
意
識
に
つ
い
て

 

・ 

市
民
満
足
度
向
上
の
為
に
は
「
プ
ラ
ス
α
」
の
業
務
遂
行
を
　
等

問問 答答『
市
民
病
院
に
か
か
る

未
来
へ
の
責
任
に
つ
い
て
』ほ
か

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
で
も
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い

る
幸
福
度（
We
l
l-

B
e
i
n
g
）に
つ
い
て
、
幸
福
度
調

査
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
、
既
存
の
調
査
結
果
も
活
用
し
な

が
ら
今
後
の
政
策
へ
反
映
し
て
い
く
の
か
。

令
和
７
年
２
月
に
実
施
し
た
地
域
幸
福
度
調
査
の
結
果
に
つ

い
て
、
各
部
署
が
実
施
し
て
い
る
既
存
の
調
査
デ
ー
タ
と
の

照
合
分
析
ま
で
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　
調
査
結
果
か
ら
幸
福
度
と
関
連
す
る「
健
康
状
態
」、「
住
宅
環

境
」、「
地
域
と
の
つ
な
が
り
」、「
自
己
効
力
感
」の
要
素
に
つ
い
て
、

政
策
立
案
に
生
か
す
た
め
、
庁
内
で
共
有
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
各
部
署
で
実
施
し
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
の
結
果

に
つ
い
て
も
庁
内
で
共
有
し
、
活
用
方
法
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

幸
福
度
調
査
で
評
価
が
低
か
っ
た
子
育
て
、
買
い
物
・
飲
食
、

雇
用
・
所
得
、
多
様
性
・
寛
容
性
な
ど
の
課
題
に
対
し
、
今
後

ど
の
よ
う
な
施
策
を
展
開
し
て
い
く
の
か
。

子
育
て
に
つ
い
て
は
経
済
的
負
担
や
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

環
境
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
が
評
価
に
影
響
し
て
い
る
た
め
、

児
童
手
当
拡
充
や
学
習
支
援
事
業
、
新
た
な
支
援
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作

成
で
経
済
的
支
援
と
情
報
周
知
を
強
化
し
幸
福
度
向
上
を
図
る
。

　
買
物
・
飲
食
に
つ
い
て
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
調
査
を
踏
ま
え
商
業
活
性

化
と
買
物
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。
雇
用
・
所
得
・
人
材
不
足
解

消
に
つ
い
て
は
、
働
き
や
す
い
環
境
整
備
に
注
力
し
若
い
世
代
が
魅

力
を
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

　
多
様
性
・
寛
容
性
は
無
意
識
の
偏
見
や
固
定
的
性
別
役
割
意
識
の

解
消
が
必
要
で
、
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
教
育
・
啓
発
、
教

職
員
研
修
、
男
性
の
家
事
育
児
参
加
促
進
を
進
め
多
様
性
尊
重
の
社

会
を
目
指
す
。

市
民
の
幸
福
度
向
上
に
つ
な
げ
る
た
め
、
市
役
所
組
織
に
お

け
る
職
員
満
足
度
や
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
把
握
、
組
織
改

善
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

職
員
の
働
き
が
い
や
成
長
実
感
を
重
視
し
、
２
年
ご
と
の
職

員
ア
ン
ケ
ー
ト
や
日
常
対
話
で
満
足
度
や
課
題
を
把
握
す
る
。

　
ま
た
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
集
団
分
析
結
果
を
共
有
し
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
環
境
整
備
や
職
場
改
善
に
努
め
て
い
く
。

問問問 答答答 幸
福
度（ 

W
e
l
l-

B
e
i
n
g 

）

調
査
か
ら
見
え
る
高
砂
市
の
課
題
と

今
後
の
施
策
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ
る
公
設
民
営
化
と
将
来
的
な

新
築
は
必
要
で
す
が
、
今
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
医
療
振
興

協
会
の
収
支
予
算
書
か
ら
は
、
現
病
院
で
の
経
営
改
善
に
よ
る
黒
字

化
の
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
5
年
間
、
そ
の
成
果
を

検
証
し
、
病
院
の
役
割
や
規
模
を
再
設
計
し
た
上
で
判
断
す
べ
き
で

す
。
築
36
年
の
病
院
は
令
和
15
年
ま
で
で
約
9
億
円
の
設
備
改
修
で

維
持
可
能
と
さ
れ
て
お
り
、
1
5
0
億
円
も
の
投
資
を
先
行
さ
せ
る

の
は
リ
ス
ク
が
大
き
す
ぎ
ま
す
。
今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
拙
速
な

決
断
で
は
な
く
、
エ
ビ
デ
ン
ス
を
積
み
重
ね
る
た
め
の
正
し
い
判
断

で
す
。
そ
れ
が
市
民
の
命
と
税
金
を
守
る
責
任
あ
る
政
治
だ
と
考
え

ま
す
。市

民
病
院
は
、
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
の
重
要
な
社

会
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
将
来
に
わ
た
り
、
必
要
な
機
能
を
維
持

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
現
在
の
市
民
病
院
は
、
設
備
の
老
朽
化
に
よ
る
更
新
や
修
繕
を
行

い
な
が
ら
医
療
機
能
の
維
持
に
努
め
て
き
た
。
建
設
時
期
を
見
直
し

た
場
合
、
さ
ら
な
る
修
繕
費
が
発
生
し
、
そ
の
費
用
は
い
ず
れ
建
設

す
る
こ
と
を
考
え
る
と
二
重
投
資
に
な
る
。
ま
た
、
3
5
0
床
規
模

の
施
設
の
管
理
コ
ス
ト
が
必
要
と
な
る
こ
と
や
、
動
線
に
も
課
題
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
施
設
更
新
の
必
要
性
が
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

　
令
和
9
年
4
月
か
ら
指
定
管
理
者
に
よ
り
効
率
的
か
つ
持
続
可
能

な
病
院
運
営
を
行
い
、
新
病
院
に
よ
る
機
能
的
な
施
設
環
境
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
経
営
の
安
定
化
の
両
立
が
実
現
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
建
設
費
に
つ
い
て
今
後
は
、
人
件
費
や
物
価
高
騰
な
ど
の
社
会
情

勢
を
十
分
考
慮
す
る
一
方
で
、
設
備
や
諸
室
の
過
大
な
設
定
に
よ
り

建
設
費
が
膨
ら
む
こ
と
の
な
い
よ
う
コ
ス
ト
把
握
を
し
て
い
く
。

　
地
域
医
療
を
守
り
安
定
し
た
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
に

必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
現
時
点
で
整
備
時
期
を
再
検
討
す
る
考
え
は

な
い
。

問答 市
民
病
院
、
移
転
建
替
時
期
の

再
検
討
に
つ
い
て
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鷹尾 治久

横田 英樹

芝本 鎮彰

島津 明香

高
齢
者
福
祉
と
障
が
い
者
福
祉
政
策
に
つ
い
て



7
4.
1
％
の
市
民
が
、
暮
ら
し
が
悪
く
な
っ
た
原
因
は「
物

価
高
騰
」と
回
答
。
次
い
で
、「
消
費
税
・
保
険
料
や
税
金
の
負

担
増
」と
回
答
し
て
い
る
。
個
人
事
業
主
か
ら
は
、資
材
不
足
や
高
騰

で
、悲
痛
な
声
が
あ
る
。賃
上
げ
支
援
を
行
う
自
治
体
も
あ
る
、暮
ら

し
に
必
要
な
支
援
を
。

物
価
高
騰
や
燃
料
費
、
原
材
料
価
格
の
上
昇
が
続
く
中
、
市
内

中
小
事
業
者
は
収
益
の
圧
迫
や
人
材
確
保
の
困
難
に
直
面
し

て
い
る
。
地
域
経
済
と
市
民
生
活
を
支
え
る
中
小
事
業
者
へ
の
支
援

は
重
要
課
題
で
あ
り
、
本
市
は
融
資
や
補
助
金
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
事
業
な
ど
で
経
営
基
盤
強
化
を
図
る
。
今
後
も
支
援
制
度
の
動
向

を
注
視
し
、
事
業
継
続
と
経
営
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
国
民
健
康
保
険
料
は
、
後
期
高
齢
者
へ
の
移
行
等
に
よ
る
被
保
険

者
数
の
減
少
や
医
療
費
の
増
加
に
よ
り
負
担
が
増
し
て
い
る
が
、
基

金
を
取
り
崩
し
、
上
昇
抑
制
を
図
っ
て
い
る
。
介
護
保
険
料
も
基
金

活
用
で
据
え
置
き
と
し
、
抑
制
に
努
め
て
い
る
。

自
由
に
移
動
が
で
き
る
こ
と
は
権
利
で
あ
る
。
公
共
交
通
の

確
保
が
必
要
。
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う

な
態
勢
を
求
め
る
。

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
は
外
出
機
会
確
保
や

社
会
参
加
促
進
に
一
定
の
効
果
を
上
げ
て
い
る
が
、
タ
ク

シ
ー
確
保
が
難
し
い
時
間
帯
も
あ
り
、

制
度
充
実
と
利
用
環
境
確
保
が
課
題
で

あ
る
。

　
障
が
い
者
福
祉
で
は
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
や
就
労
系
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が

増
加
し
、
福
祉
介
護
人
材
の
処
遇
改
善

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
も
地
域
生

活
支
援
拠
点
の
整
備
や
相
談
体
制
の
充

実
に
努
め
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
体
制

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

問問 答答

医
師
の
安
定
確
保
及
び
内
科
の
診
療
体
制
の
充
実
を
図
る
こ

と
に
つ
い
て

ー
議
会
指
摘
で
募
集
要
項
に
明
記
！
基
本
協
定
書
に
反
映
が
な
い
！

覚
書
な
ど
合
意
文
書
を
交
わ
し
未
来
へ
の
責
任
を
果
た
す
べ
き
！
ー

本
市
が
求
め
る
医
療
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、安
定
的
な
医
師

確
保
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　
指
定
管
理
者
に
対
し
て
、内
科
の
診
療
体
制
及
び
救
急
医
療
受
入
体
制
の

充
実
を
求
め
た
の
は
、地
域
医
療
の
将
来
を
見
据
え
た
強
い
意
思
表
示
で
あ

り
、未
来
へ
の
責
任
で
あ
る
。

　
募
集
要
項
に
、内
科
の
診
療
体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
求
め
た
の
は
、

議
会
か
ら
の
ご
指
摘
に
よ
り
明
記
し
た
経
緯
で
あ
り
、記
載
し
て
い
る
内
容

は
基
本
協
定
書
に
よ
り
担
保
さ
れ
て
い
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

　
別
途
、合
意
文
書
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、確
約

は
で
き
な
い
が
、強
い
意
思
を
持
っ
て
相
手
方
と
協
議
を
行
い
、合
意
文
書

と
し
て
残
せ
る
か
残
せ
な
い
の
か
も
含
め
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

救
急
医
療
の
応
需
率
を
向
上
さ
せ
る
具
体
的
手
法
に
つ
い
て

ー
消
防
署
と
の
連
携
強
化
に
資
す
る
関
係
再
構
築
の
協
議
な
ど
ー

救
急
医
療
の
応
需
率
向
上
に
向
け
、指
定
管
理
者
か
ら
受
け
入
れ
体

制
の
整
備
や
院
内
連
携
の
強
化
、地
域
医
療
機
関
や
消
防
と
の
連
携

を
強
化
す
る
提
案
が
あ
っ
た
。救
急
患
者
対
応
フ
ロ
ー
や
院
内
動
線
の
整
理

を
行
い
、円
滑
な
受
け
入
れ
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、内
科
医
師
の
増

員
に
よ
り
応
需
率
を
向
上
し
て
い
く
意
思
を
確
認
し
て
い
る
。消
防
と
の
連

携
に
つ
い
て
は
、指
定
管
理
者
と
な
り
新
し

く
体
制
が
変
わ
る
こ
と
で
、救
急
医
療
の
向

上
に
向
け
た
協
議
の
場
を
設
定
し
た
い
。

■
そ
の
他
質
問
項
目

  

・ 

超
長
期
財
政
見
通
し
に
お
け
る
財
政
リ  

　  

ス
ク
分
析
に
つ
い
て

  

・ 

運
営
交
付
金
の
考
え
方
に
つ
い
て

  

・ 

議
会
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
継
続
に
つ
い
て

問問 答答

日
本
共
産
党
の
市
政
ア
ン
ケ
ー
ト
か

ら
、
市
民
が
求
め
る
市
政
に
つ
い
て

ほ
か

未
来
を
担
う
こ
ど
も
た
ち
の
教
育

環
境
の
充
実
に
つ
い
て
　
ほ
か

持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
た
め
の

学
校
再
編
検
討
の
在
り
方
に
つ
い
て

ほ
か

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
学
び
の
環
境
整
備
と
し
て
、
高
砂
市

独
自
の
強
み
を
活
か
し
た「
高
砂
版
S
T
E
A
M
教
育
」の
推

進
と
、「
学
び
の
多
様
化
学
校
」の
設
置・活
用
に
つ
い
て

昨
年
度
、
市
内
小
中
学
校
で
は
、
企
業
や
大
学
、
高
等
専
門
学

校
、
地
域
団
体
等
と
連
携
し
た
授
業
や
体
験
活
動
を
3
0
0

回
以
上
実
施
し
、「
高
砂
S
T
E
A
M
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」に
は
23
の
地

域
団
体
や
企
業
が
登
録
し
て
い
る
。
学
校
は
地
域
の
人
や
物
を
生
か

し
た
探
究
的
な
学
び
を
展
開
し
、
高
砂
市
プ
レ
ゼ
ン
発
表
会
で
は
地

元
企
業
や
地
域
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
探
究
の
成
果
を
発
表
し
て
い

る
。
今
後
も
産
官
学
民
と
の
連
携
を
深
め
将
来
の
高
砂
を
支
え
る
人

材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
と
し
て
、
校
内
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
や

の
び
の
び
教
室
、
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
で
の
支
援
な
ど
多
様
な
居
場
所

づ
く
り
と
柔
軟
な
学
習
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。
学
び
の
多
様
化
学

校
に
つ
い
て
は
有
効
な
選
択
肢
の
一
つ
と
認
識
し
て
い
る
が
、
市
独

自
の
設
置
に
は
課
題
も
存
在
す
る
。
今
後
、
国
や
県
の
動
向
や
先
進

事
例
を
踏
ま
え
、
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

社
会
的
孤
立
を
防
ぎ
、
全
て
の
市
民
が
自
分
ら
し
く
輝
け
る

「
地
域
共
生
社
会
」の
実
現
に
つ
い
て

社
会
的
孤
立
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
の
あ
る

方
や
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
や
相
談
で
き

る
場
を
地
域
の
中
に
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
現
在
、

「
だ
れ
で
も
立
ち
寄
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」に
お
い
て
、
多
様
な
背
景
を

持
つ
市
民
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
今
後
は
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
や
関
係
団
体
の
意
見
も
踏
ま
え
な
が

ら
、
身
近
な
地
域
に
お
け
る
居
場
所
や
相
談
機
会
を
得
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
を
検
討
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
質
問
項
目

 

・ 

多
様
な
避
難
ニ
ー
ズ
へ
の
事
前
対
応
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
効
率
的
な
避
難
所
運
営
に
つ
い
て

問問 答答

現
在
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る「
新
た
な
学
校
づ
く
り
推
進
計

画
」に
関
し
て
は
事
業
戦
略
、
財
政
事
情
を
俯
瞰
し
て
一
定
の

レ
ベ
ル
で
の
予
算
枠
を
定
め
て
検
討
指
示
を
出
し
て
お
く
べ
き
で
は

な
い
の
か
。

本
市
の
新
た
な
学
校
づ
く
り
推
進
計
画
は
、
教
育
委
員
会
と

市
長
部
局
が
連
携
し
て
こ
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の
望
ま
し
い

教
育
環
境
を
検
討
し
て
い
る
。
教
育
環
境
の
充
実
と
財
政
面
の
影
響

を
認
識
し
、
必
要
機
能
や
支
出
の
精
査
を
徹
底
す
る
。
予
算
枠
を
特

定
に
設
け
る
考
え
は
現
時
点
で
な
く
、
地
域
開
放
や
複
合
化
で
施
設

規
模
を
適
正
化
し
財
政
負
担
を
抑
制
す
る
方
針
で
あ
る
。
秋
頃
に
学

校
再
配
置
案
を
示
し
、
令
和
９
年
９
月
に
公
共
施
設
最
適
化
計
画
を

策
定
す
る
。

J
R
宝
殿
駅（
南
側
）の
送
迎
車
の
混
雑
と
そ
の
解
決
の
為
に

タ
ク
シ
ー
待
機
場
所
の
有
効
活
用
の
方
法
を
模
索
す
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

J
R
宝
殿
駅
南
ロ
ー
タ
リ
ー
に
お
け
る
送
迎
車
両
と
公
共
交

通
に
よ
る
交
通
混
雑
は
課
題
で
あ
る
。
タ
ク
シ
ー
専
用
待
機

ス
ペ
ー
ス
は
高
齢
者
な
ど
駅
利
用
者
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め

設
置
さ
れ
、
そ
の
機
能
は
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。
一
方
、
一
般
車
両
の

送
迎
ス
ペ
ー
ス
不
足
に
つ
い
て
は
県
道
拡
幅

事
業
に
伴
い
ロ
ー
タ
リ
ー
を
含
む
駅
前
広
場

の
整
備
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
タ
ク
シ
ー

待
機
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
も
含
め
、
公
共

交
通
と
一
般
車
両
双
方
が
利
用
し
や
す
い
駅

前
広
場
の
整
備
を
検
討
す
る
。
今
後
も
県
・

加
古
川
市
・
公
共
交
通
事
業
者
等
と
連
携
し
、

交
通
混
雑
の
改
善
と
利
便
性
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

■
そ
の
他
質
問
項
目

 

・ 

官
民
連
携
の
新
事
業
へ
の
挑
戦
を
す
べ
き
で
は

 

・ 

職
員
さ
ん
の
安
全
意
識
に
つ
い
て

 

・ 

市
民
満
足
度
向
上
の
為
に
は
「
プ
ラ
ス
α
」
の
業
務
遂
行
を
　
等

問問 答答『
市
民
病
院
に
か
か
る

未
来
へ
の
責
任
に
つ
い
て
』ほ
か

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
で
も
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い

る
幸
福
度（
We
l
l-

B
e
i
n
g
）に
つ
い
て
、
幸
福
度
調

査
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
、
既
存
の
調
査
結
果
も
活
用
し
な

が
ら
今
後
の
政
策
へ
反
映
し
て
い
く
の
か
。

令
和
７
年
２
月
に
実
施
し
た
地
域
幸
福
度
調
査
の
結
果
に
つ

い
て
、
各
部
署
が
実
施
し
て
い
る
既
存
の
調
査
デ
ー
タ
と
の

照
合
分
析
ま
で
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　
調
査
結
果
か
ら
幸
福
度
と
関
連
す
る「
健
康
状
態
」、「
住
宅
環

境
」、「
地
域
と
の
つ
な
が
り
」、「
自
己
効
力
感
」の
要
素
に
つ
い
て
、

政
策
立
案
に
生
か
す
た
め
、
庁
内
で
共
有
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
各
部
署
で
実
施
し
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
の
結
果

に
つ
い
て
も
庁
内
で
共
有
し
、
活
用
方
法
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

幸
福
度
調
査
で
評
価
が
低
か
っ
た
子
育
て
、
買
い
物
・
飲
食
、

雇
用
・
所
得
、
多
様
性
・
寛
容
性
な
ど
の
課
題
に
対
し
、
今
後

ど
の
よ
う
な
施
策
を
展
開
し
て
い
く
の
か
。

子
育
て
に
つ
い
て
は
経
済
的
負
担
や
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

環
境
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
が
評
価
に
影
響
し
て
い
る
た
め
、

児
童
手
当
拡
充
や
学
習
支
援
事
業
、
新
た
な
支
援
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作

成
で
経
済
的
支
援
と
情
報
周
知
を
強
化
し
幸
福
度
向
上
を
図
る
。

　
買
物
・
飲
食
に
つ
い
て
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
調
査
を
踏
ま
え
商
業
活
性

化
と
買
物
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。
雇
用
・
所
得
・
人
材
不
足
解

消
に
つ
い
て
は
、
働
き
や
す
い
環
境
整
備
に
注
力
し
若
い
世
代
が
魅

力
を
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

　
多
様
性
・
寛
容
性
は
無
意
識
の
偏
見
や
固
定
的
性
別
役
割
意
識
の

解
消
が
必
要
で
、
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
教
育
・
啓
発
、
教

職
員
研
修
、
男
性
の
家
事
育
児
参
加
促
進
を
進
め
多
様
性
尊
重
の
社

会
を
目
指
す
。

市
民
の
幸
福
度
向
上
に
つ
な
げ
る
た
め
、
市
役
所
組
織
に
お

け
る
職
員
満
足
度
や
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
把
握
、
組
織
改

善
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

職
員
の
働
き
が
い
や
成
長
実
感
を
重
視
し
、
２
年
ご
と
の
職

員
ア
ン
ケ
ー
ト
や
日
常
対
話
で
満
足
度
や
課
題
を
把
握
す
る
。

　
ま
た
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
集
団
分
析
結
果
を
共
有
し
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
環
境
整
備
や
職
場
改
善
に
努
め
て
い
く
。

問問問 答答答 幸
福
度（ 

W
e
l
l-
B
e
i
n
g 

）

調
査
か
ら
見
え
る
高
砂
市
の
課
題
と

今
後
の
施
策
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ
る
公
設
民
営
化
と
将
来
的
な

新
築
は
必
要
で
す
が
、
今
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
医
療
振
興

協
会
の
収
支
予
算
書
か
ら
は
、
現
病
院
で
の
経
営
改
善
に
よ
る
黒
字

化
の
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
5
年
間
、
そ
の
成
果
を

検
証
し
、
病
院
の
役
割
や
規
模
を
再
設
計
し
た
上
で
判
断
す
べ
き
で

す
。
築
36
年
の
病
院
は
令
和
15
年
ま
で
で
約
9
億
円
の
設
備
改
修
で

維
持
可
能
と
さ
れ
て
お
り
、
1
5
0
億
円
も
の
投
資
を
先
行
さ
せ
る

の
は
リ
ス
ク
が
大
き
す
ぎ
ま
す
。
今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
拙
速
な

決
断
で
は
な
く
、
エ
ビ
デ
ン
ス
を
積
み
重
ね
る
た
め
の
正
し
い
判
断

で
す
。
そ
れ
が
市
民
の
命
と
税
金
を
守
る
責
任
あ
る
政
治
だ
と
考
え

ま
す
。市

民
病
院
は
、
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
の
重
要
な
社

会
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
将
来
に
わ
た
り
、
必
要
な
機
能
を
維
持

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
現
在
の
市
民
病
院
は
、
設
備
の
老
朽
化
に
よ
る
更
新
や
修
繕
を
行

い
な
が
ら
医
療
機
能
の
維
持
に
努
め
て
き
た
。
建
設
時
期
を
見
直
し

た
場
合
、
さ
ら
な
る
修
繕
費
が
発
生
し
、
そ
の
費
用
は
い
ず
れ
建
設

す
る
こ
と
を
考
え
る
と
二
重
投
資
に
な
る
。
ま
た
、
3
5
0
床
規
模

の
施
設
の
管
理
コ
ス
ト
が
必
要
と
な
る
こ
と
や
、
動
線
に
も
課
題
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
施
設
更
新
の
必
要
性
が
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

　
令
和
9
年
4
月
か
ら
指
定
管
理
者
に
よ
り
効
率
的
か
つ
持
続
可
能

な
病
院
運
営
を
行
い
、
新
病
院
に
よ
る
機
能
的
な
施
設
環
境
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
経
営
の
安
定
化
の
両
立
が
実
現
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
建
設
費
に
つ
い
て
今
後
は
、
人
件
費
や
物
価
高
騰
な
ど
の
社
会
情

勢
を
十
分
考
慮
す
る
一
方
で
、
設
備
や
諸
室
の
過
大
な
設
定
に
よ
り

建
設
費
が
膨
ら
む
こ
と
の
な
い
よ
う
コ
ス
ト
把
握
を
し
て
い
く
。

　
地
域
医
療
を
守
り
安
定
し
た
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
に

必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
現
時
点
で
整
備
時
期
を
再
検
討
す
る
考
え
は

な
い
。

問答 市
民
病
院
、
移
転
建
替
時
期
の

再
検
討
に
つ
い
て
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芝本 鎮彰

島津 明香

高
齢
者
福
祉
と
障
が
い
者
福
祉
政
策
に
つ
い
て



令
和
12
年
度
ま
で
の
総
合
計
画
で
は「
幸
福
度
の
向
上
」を

目
標
に「
健
康
状
態
」「
住
宅
環
境
」「
地
域
と
の
つ
な
が
り
」

「
自
己
効
力
感
」の
４
つ
の
要
素
を
重
点
的
に
進
め
る
と
あ
る
が
、

幸
福
度
の
向
上
に
は
、市
民
が
実
感
で
き
る
効
果
的
な
看
板
政
策

が
必
要
で
な
い
か
。子
育
て・教
育・福
祉・公
共
交
通・住
宅
環
境

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
施
策
の
中
で
、な
に
か
一
項
目
で
も
市
長
が

強
い
思
い
で
推
進
す
る
姿
勢
が
重
要
と
考
え
る
。財
源
に
余
裕
が

な
い
こ
と
は
理
解
す
る
が
、看
板
政
策
も
な
く
市
民
の
幸
福
度・満

足
度
の
向
上
を
目
指
せ
る
の
か
。今
の
施
策
は
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
し
、さ
ら
に
看
板
政
策
の
実
施
を
望
む
。

人
口
減
少
と
い
う
現
実
を
受
け
止
め
た
上
で
、市
民
の
幸
福

度
向
上
を
後
期
基
本
計
画
の
目
的
と
し
て
位
置
付
け
た
。地

域
幸
福
度
調
査
の
分
析
結
果
か
ら
、
本
市
に
お
い
て
幸
福
度
と
の

相
関
が
高
い「
健
康
状
態
」「
住
宅
環
境
」「
地
域
と
の
つ
な
が
り
」

「
自
己
効
力
感
」の
４
要
素
を
重
点
的
な
取
り
組
み
の
柱
と
し
、
関

連
施
策
を
着
実
に
磨
き
上
げ
、
市
民
が
実
感
で
き
る
成
果
に
つ
な

げ
て
い
く
。
ま
た
、
幸
福
度
や
満
足
度
の
向
上
に
は
施
策
そ
の
も

の
の
充
実
に
加
え
、
そ
の
内
容
が
市
民
に
正
し
く
伝
わ
る
こ
と
も

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
重
点
評
価
指
標
と
し
て
施
策
認
知
度
を

新
た
に
位
置
付
け
た
。
市
内
外

へ
の
積
極
的
な
情
報
発
信
に
よ

り
地
域
へ
の
誇
り
や
満
足
度
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
令
和

８
年
度
か
ら
実
施
す
る
市
民
満

足
度
調
査
を
活
用
し
、
市
民

ニ
ー
ズ
の
変
化
を
的
確
に
把
握

し
な
が
ら
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま

ち
高
砂
の
実
現
に
向
け
て
施
策

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

問答

高
砂
市
で
は
、令
和
8
年
度
か
ら「
協
働
部
」が
創
設
さ
れ
た
。

協
働
部
の
創
設
や
事
業
の
推
進
の
中
に
、新
た
な
公
共
私
の
協

力
関
係（
連
携
）を
構
築
す
る「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム・ビ
ル
ダ
ー
」へ
の

転
換
に
つ
い
て
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
か
。

令
和
8
年
度
に
協
働
部
を
設
置
し
た
が
、協
働
部
だ
け
が
協
働

を
担
う
も
の
で
は
な
い
。

　
本
市
が
目
指
す
協
働
の
姿
は
、市
民
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

果
た
し
な
が
ら
、共
に
考
え
、共
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
実
現
に
向
け
、市
民
活
動
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
、

多
文
化
共
生
の
推
進
、文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
、総
合
相
談
機
能
の
充
実

な
ど
を
総
合
的
に
推
進
で
き
る
体
制
と
し
て
協
働
部
を
設
置
し
た
。

　
協
働
部
は
、
市
民
の
皆
様
と
行
政
が
力
を
合
わ
せ
て
地
域
課
題
の

解
決
に
取
り
組
む
た
め
の
基
盤
を
強
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。本

市
に
お
い
て
は
、
未
だ
制
度
設
計
・
取
り
組
み
の
方
向
性
も

示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
将
来
に
わ
た
る
地
域
社
会
の
課
題
解
消

に
向
け
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。当
局
の
考
え
方
を
示
せ
。

本
市
に
お
い
て
は
、全
国
や
都
市
部
の
市
町
と
比
較
し
て
自
治

会
加
入
率
は
高
く
、現
時
点
で
は
指
定
地
域
共
同
活
動
団
体
制

度
導
入
の
段
階
で
は
な
い
た
め
、自
治
会
活
動
の
充
実
に
向
け
た
支
援

に
努
め
て
い
く
。

　
一
方
で
、自
治
会
加
入
率
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、自
治
会
が
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
や
課
題
解
決
の
担
い
手
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
困
難
と
な
る
こ
と
も
想
定
し
て
い
る
。

　
本
制
度
は
今
後
の
地
域
運
営
の
一
つ
の
手
法
に
な
り
う
る
も
の
と
考

え
て
い
る
が
、地
域
団
体
へ
の
負
担
増
や
担
い
手
の
常
態
化
、継
続
的

な
活
動
体
制
の
確
保
な
ど
の
課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、地
域
の
実
情
や

持
続
可
能
性
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問問 答答

市
民
満
足
度
・
幸
福
度
を
高
め
て

い
く
た
め
に
必
要
な
取
組
に
つ
い
て

市
民
病
院
整
備
と

財
政
運
営
に
つ
い
て
　
ほ
か

市
民
病
院
整
備（
1
3
8
億
円
）は
、市
債（
借
金
）約
3
9
5
億

円
、基
金（
貯
金
）約
48
億
円
の
中
で
過
大
な
投
資
で
あ
り
、学

校
再
編
や
公
共
施
設
更
新
と
併
せ
本
市
の
財
政
は
極
め
て
厳
し
い
局
面

に
あ
る
。資
材
の
不
足・高
騰
や
人
材
不
足・人
件
費
上
昇
、さ
ら
に
金
利

上
昇
な
ど
不
確
実
性
が
高
ま
る
中
、現
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
指
定
管
理

20
年
契
約
は
硬
直
的
で
、見
直
し
前
提
が
不
十
分
で
は
な
い
か
を
問
う
。

新
病
院
建
設
、文
化
会
館
の
整
備
、学
校
施
設
を
中
心
と
す
る
公

共
施
設
の
更
新
、さ
ら
に
は
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
な
ど
、様
々

な
大
型
事
業
の
更
新
が
今
後
控
え
て
お
り
、公
債
費
や
地
方
債
残
高
は

高
い
水
準
で
推
移
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、決
し
て
余

裕
の
あ
る
財
政
見
通
し
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。ま
た
、近
年
の

建
設
資
材
価
格
や
労
務
単
価
の
上
昇
だ
け
で
な
く
、金
利
動
向
も
踏
ま

え
る
と
、今
後
さ
ら
に
事
業
費
が
増
加
す
る
可
能
性
も
十
分
想
定
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。

　
一
方
で
、市
民
病
院
は
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
本
市
の
中
核
的
な

医
療
機
関
で
あ
り
、安
全
で
効
率
的
な
医
療
提
供
体
制
を
構
築
す
る
た

め
に
は
新
た
な
病
院
施
設
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。指
定
管
理
期
間
は

令
和
9
年
度
か
ら
20
年
間
と
し
、現
病
院
で
5
年
間
、新
病
院
で
15
年

間
を
想
定
し
て
い
る
が
、外
的
要
因
に
よ
り
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
遅

延
が
生
じ
る
可
能
性
も
十
分
認
識
し
て
お
り
、そ
の
場
合
の
取
扱
い
や

基
本
協
定
内
容
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、程
度
や
状
況
に
よ
る
も
の
と

考
え
て
お
り
、指
定
管
理
者
と
十
分
に
協
議
し
て
い
く
。

日
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
播
磨
工
場（
米
田
）の
移
転
遅
延

は
、宝
殿
中
学
校
整
備
の
前
提
を
揺
る
が
し
て
い
る
点
に
つ
い

て
、学
校
再
編
に
対
す
る
市
の
認
識
と
対
応
策
を
問
う
。

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
具
体
的
な
工
場
移
転
時
期

の
見
通
し
は
立
っ
て
い
な
い
が
、
見
通
し
が
立
ち
次
第
、
本
市

に
情
報
提
供
が
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
新
た
な
学
校
づ
く
り
の
再
編
に
つ
い
て
、
こ
の
移
転
の
遅
れ

に
よ
る
影
響
の
な
い
よ
う
進
め
て
い
く
。

問問 答答

指
定
地
域
共
同
活
動
団
体
制
度

の
創
設
・
運
用
に
つ
い
て

こ
ど
も
家
庭
庁
等
の
補
助
制
度
の
活
用
に
よ
り
、児
童
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
が
、高
砂

市
の
対
応
は
。

　
ま
た
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
、理
学
療
法
士
や
作
業
療
法
士
、

心
理
職
な
ど
の
専
門
家
の
配
置
や
、高
砂
市
民
病
院
と
の
連
携
に
つ
い

て
も
、現
状
と
今
後
の
方
針
等
、考
え
方
を
。

高
砂
児
童
学
園
は
療
育
を
中
心
に
運
営
し
て
お
り
、
地
域
を
支

え
る
中
核
機
関
と
し
て
の
専
門
的
支
援
体
制
は
十
分
で
な
い
た

め
、
現
状
、
地
域
障
害
児
支
援
体
制
強
化
事
業
の
活
用
は
難
し
い
。
施

設
建
て
替
え
に
向
け
、
療
育
環
境
の
充
実
や
保
護
者
相
談
支
援
、
関
係

機
関
と
の
連
携
、
多
職
種
の
専
門
的
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

　
専
門
職
員
は
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
な
ど
を
配

置
し
、
質
向
上
に
努
め
て
い
る
。
建
て
替
え
検
討
と
合
わ
せ
専
門
職
の

関
わ
り
方
も
効
率
的
な
療
育
体
制
と
な
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

　
市
民
病
院
と
は
言
語
聴
覚
士
が
療
育
会
議
に
参
加
し
、
職
員
研
修
の

講
師
派
遣
で
専
門
的
知
見
の
共
有
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
も
医
療
と
療

育
が
専
門
性
を
生
か
し
な
が
ら
連
携
し
、切
れ
目
の
な
い
支
援
を
進
め
、

こ
ど
も
や
保
護
者
が
必
要
な
支
援
を
円
滑
に
受
け
ら
れ
る
体
制
整
備
を

強
化
す
る
。
ま
た
、
市
民
病
院
の
新
体
制
を
踏
ま
え
た
連
携
強
化
も
協

議
し
、
児
童
発
達
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
る
。

高
砂
市
も
教
育
研
究
所
を
設
置
し
て
、し
っ
か
り
と
教
育
に
人

材
と
予
算
を
配
分
し
て
、高
砂
市
の
教
育
の
向
上
に
努
め
る
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
が
、ご
見
解
は
。

高
砂
市
に
お
い
て
教
育
研
究
所
は
設
置
し
て
い
な
い
が
、指
導

主
事
が
中
心
と
な
り
教
育
状
況
の
調
査・分
析
を
行
い
、研
修
会

の
企
画
や
教
職
員
へ
の
指
導
助
言
を
実
施
し
て
い
る
。研
修
は
教
職
員

の
専
門
性
や
指
導
力
の
向
上
を
目
的
と
し
、多
様
な
研
修
や
実
践
交
流

会
を
通
じ
て
資
質
向
上
に
努
め
て
い
る
。今
後
も
高
砂
市
ま
る
ご
と
が

教
育
研
究
所
と
な
る
よ
う
な
仕
組
み
を
充
実
・
発
展
さ
せ
、主
体
的
に

学
び
続
け
る
教
職
員
の
育
成
を
図
っ
て
い
く
。

問問 答答 児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
と

建
て
替
え
に
つ
い
て
　
ほ
か

令
和
6
年
地
方
自
治
法
改
正
に
対
す
る
本
市
の
対
応
状
況
に
つ
い
て

人　事

・農業委員会委員を任命するにつき同意しました。

・監査委員を選任するにつき同意しました。

高砂市荒井町　

高砂市松陽

高砂市曽根町

高砂市阿弥陀町

高砂市阿弥陀町

高砂市阿弥陀町

高砂市北浜町

大濱　正則

山下　雅史

前橋　瑞紀

石橋　一亜

古門　謙二

松本　眞実子

杉田　住夫

高砂市伊保

高砂市曽根町

高砂市米田町

高砂市阿弥陀町

高砂市阿弥陀町

高砂市北浜町

加古川市西神吉町

髙谷　直樹

北野　益生

堀内　義高

北原　知子

駒井　隆彥

芦谷　博務

宇高　秀和

おお はま まさ のり

高砂市伊保崎　 貝塚　史利
かい づか ふみ とし

ほり うち よし たか

やま した まさ ふみ

まつ もと   ま　み　こ

まえ はし みず　き

いし ばし かず　あ

すぎ  た すみ  お

たか たに なお  き

きた  の ます  お

きた はら

たかひこ

とも  こ

あし たに ひろ  む

こま  い

ひで かずう  たか

  こ かど けん  じ
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令
和
12
年
度
ま
で
の
総
合
計
画
で
は「
幸
福
度
の
向
上
」を

目
標
に「
健
康
状
態
」「
住
宅
環
境
」「
地
域
と
の
つ
な
が
り
」

「
自
己
効
力
感
」の
４
つ
の
要
素
を
重
点
的
に
進
め
る
と
あ
る
が
、

幸
福
度
の
向
上
に
は
、市
民
が
実
感
で
き
る
効
果
的
な
看
板
政
策

が
必
要
で
な
い
か
。子
育
て・教
育・福
祉・公
共
交
通・住
宅
環
境

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
施
策
の
中
で
、な
に
か
一
項
目
で
も
市
長
が

強
い
思
い
で
推
進
す
る
姿
勢
が
重
要
と
考
え
る
。財
源
に
余
裕
が

な
い
こ
と
は
理
解
す
る
が
、看
板
政
策
も
な
く
市
民
の
幸
福
度・満

足
度
の
向
上
を
目
指
せ
る
の
か
。今
の
施
策
は
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
し
、さ
ら
に
看
板
政
策
の
実
施
を
望
む
。

人
口
減
少
と
い
う
現
実
を
受
け
止
め
た
上
で
、市
民
の
幸
福

度
向
上
を
後
期
基
本
計
画
の
目
的
と
し
て
位
置
付
け
た
。地

域
幸
福
度
調
査
の
分
析
結
果
か
ら
、
本
市
に
お
い
て
幸
福
度
と
の

相
関
が
高
い「
健
康
状
態
」「
住
宅
環
境
」「
地
域
と
の
つ
な
が
り
」

「
自
己
効
力
感
」の
４
要
素
を
重
点
的
な
取
り
組
み
の
柱
と
し
、
関

連
施
策
を
着
実
に
磨
き
上
げ
、
市
民
が
実
感
で
き
る
成
果
に
つ
な

げ
て
い
く
。
ま
た
、
幸
福
度
や
満
足
度
の
向
上
に
は
施
策
そ
の
も

の
の
充
実
に
加
え
、
そ
の
内
容
が
市
民
に
正
し
く
伝
わ
る
こ
と
も

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
重
点
評
価
指
標
と
し
て
施
策
認
知
度
を

新
た
に
位
置
付
け
た
。
市
内
外

へ
の
積
極
的
な
情
報
発
信
に
よ

り
地
域
へ
の
誇
り
や
満
足
度
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
令
和

８
年
度
か
ら
実
施
す
る
市
民
満

足
度
調
査
を
活
用
し
、
市
民

ニ
ー
ズ
の
変
化
を
的
確
に
把
握

し
な
が
ら
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま

ち
高
砂
の
実
現
に
向
け
て
施
策

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

問答

高
砂
市
で
は
、令
和
8
年
度
か
ら「
協
働
部
」が
創
設
さ
れ
た
。

協
働
部
の
創
設
や
事
業
の
推
進
の
中
に
、新
た
な
公
共
私
の
協

力
関
係（
連
携
）を
構
築
す
る「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム・ビ
ル
ダ
ー
」へ
の

転
換
に
つ
い
て
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
か
。

令
和
8
年
度
に
協
働
部
を
設
置
し
た
が
、協
働
部
だ
け
が
協
働

を
担
う
も
の
で
は
な
い
。

　
本
市
が
目
指
す
協
働
の
姿
は
、市
民
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

果
た
し
な
が
ら
、共
に
考
え
、共
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
実
現
に
向
け
、市
民
活
動
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
、

多
文
化
共
生
の
推
進
、文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
、総
合
相
談
機
能
の
充
実

な
ど
を
総
合
的
に
推
進
で
き
る
体
制
と
し
て
協
働
部
を
設
置
し
た
。

　
協
働
部
は
、
市
民
の
皆
様
と
行
政
が
力
を
合
わ
せ
て
地
域
課
題
の

解
決
に
取
り
組
む
た
め
の
基
盤
を
強
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。本

市
に
お
い
て
は
、
未
だ
制
度
設
計
・
取
り
組
み
の
方
向
性
も

示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
将
来
に
わ
た
る
地
域
社
会
の
課
題
解
消

に
向
け
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。当
局
の
考
え
方
を
示
せ
。

本
市
に
お
い
て
は
、全
国
や
都
市
部
の
市
町
と
比
較
し
て
自
治

会
加
入
率
は
高
く
、現
時
点
で
は
指
定
地
域
共
同
活
動
団
体
制

度
導
入
の
段
階
で
は
な
い
た
め
、自
治
会
活
動
の
充
実
に
向
け
た
支
援

に
努
め
て
い
く
。

　
一
方
で
、自
治
会
加
入
率
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、自
治
会
が
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
や
課
題
解
決
の
担
い
手
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
困
難
と
な
る
こ
と
も
想
定
し
て
い
る
。

　
本
制
度
は
今
後
の
地
域
運
営
の
一
つ
の
手
法
に
な
り
う
る
も
の
と
考

え
て
い
る
が
、地
域
団
体
へ
の
負
担
増
や
担
い
手
の
常
態
化
、継
続
的

な
活
動
体
制
の
確
保
な
ど
の
課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、地
域
の
実
情
や

持
続
可
能
性
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問問 答答

市
民
満
足
度
・
幸
福
度
を
高
め
て

い
く
た
め
に
必
要
な
取
組
に
つ
い
て

市
民
病
院
整
備
と

財
政
運
営
に
つ
い
て
　
ほ
か

市
民
病
院
整
備（
1
3
8
億
円
）は
、市
債（
借
金
）約
3
9
5
億

円
、基
金（
貯
金
）約
48
億
円
の
中
で
過
大
な
投
資
で
あ
り
、学

校
再
編
や
公
共
施
設
更
新
と
併
せ
本
市
の
財
政
は
極
め
て
厳
し
い
局
面

に
あ
る
。資
材
の
不
足・高
騰
や
人
材
不
足・人
件
費
上
昇
、さ
ら
に
金
利

上
昇
な
ど
不
確
実
性
が
高
ま
る
中
、現
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
指
定
管
理

20
年
契
約
は
硬
直
的
で
、見
直
し
前
提
が
不
十
分
で
は
な
い
か
を
問
う
。

新
病
院
建
設
、文
化
会
館
の
整
備
、学
校
施
設
を
中
心
と
す
る
公

共
施
設
の
更
新
、さ
ら
に
は
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
な
ど
、様
々

な
大
型
事
業
の
更
新
が
今
後
控
え
て
お
り
、公
債
費
や
地
方
債
残
高
は

高
い
水
準
で
推
移
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、決
し
て
余

裕
の
あ
る
財
政
見
通
し
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。ま
た
、近
年
の

建
設
資
材
価
格
や
労
務
単
価
の
上
昇
だ
け
で
な
く
、金
利
動
向
も
踏
ま

え
る
と
、今
後
さ
ら
に
事
業
費
が
増
加
す
る
可
能
性
も
十
分
想
定
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。

　
一
方
で
、市
民
病
院
は
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
本
市
の
中
核
的
な

医
療
機
関
で
あ
り
、安
全
で
効
率
的
な
医
療
提
供
体
制
を
構
築
す
る
た

め
に
は
新
た
な
病
院
施
設
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。指
定
管
理
期
間
は

令
和
9
年
度
か
ら
20
年
間
と
し
、現
病
院
で
5
年
間
、新
病
院
で
15
年

間
を
想
定
し
て
い
る
が
、外
的
要
因
に
よ
り
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
遅

延
が
生
じ
る
可
能
性
も
十
分
認
識
し
て
お
り
、そ
の
場
合
の
取
扱
い
や

基
本
協
定
内
容
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、程
度
や
状
況
に
よ
る
も
の
と

考
え
て
お
り
、指
定
管
理
者
と
十
分
に
協
議
し
て
い
く
。

日
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
播
磨
工
場（
米
田
）の
移
転
遅
延

は
、宝
殿
中
学
校
整
備
の
前
提
を
揺
る
が
し
て
い
る
点
に
つ
い

て
、学
校
再
編
に
対
す
る
市
の
認
識
と
対
応
策
を
問
う
。

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
具
体
的
な
工
場
移
転
時
期

の
見
通
し
は
立
っ
て
い
な
い
が
、
見
通
し
が
立
ち
次
第
、
本
市

に
情
報
提
供
が
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
新
た
な
学
校
づ
く
り
の
再
編
に
つ
い
て
、
こ
の
移
転
の
遅
れ

に
よ
る
影
響
の
な
い
よ
う
進
め
て
い
く
。

問問 答答

指
定
地
域
共
同
活
動
団
体
制
度

の
創
設
・
運
用
に
つ
い
て

こ
ど
も
家
庭
庁
等
の
補
助
制
度
の
活
用
に
よ
り
、児
童
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
が
、高
砂

市
の
対
応
は
。

　
ま
た
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
、理
学
療
法
士
や
作
業
療
法
士
、

心
理
職
な
ど
の
専
門
家
の
配
置
や
、高
砂
市
民
病
院
と
の
連
携
に
つ
い

て
も
、現
状
と
今
後
の
方
針
等
、考
え
方
を
。

高
砂
児
童
学
園
は
療
育
を
中
心
に
運
営
し
て
お
り
、
地
域
を
支

え
る
中
核
機
関
と
し
て
の
専
門
的
支
援
体
制
は
十
分
で
な
い
た

め
、
現
状
、
地
域
障
害
児
支
援
体
制
強
化
事
業
の
活
用
は
難
し
い
。
施

設
建
て
替
え
に
向
け
、
療
育
環
境
の
充
実
や
保
護
者
相
談
支
援
、
関
係

機
関
と
の
連
携
、
多
職
種
の
専
門
的
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

　
専
門
職
員
は
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
な
ど
を
配

置
し
、
質
向
上
に
努
め
て
い
る
。
建
て
替
え
検
討
と
合
わ
せ
専
門
職
の

関
わ
り
方
も
効
率
的
な
療
育
体
制
と
な
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

　
市
民
病
院
と
は
言
語
聴
覚
士
が
療
育
会
議
に
参
加
し
、
職
員
研
修
の

講
師
派
遣
で
専
門
的
知
見
の
共
有
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
も
医
療
と
療

育
が
専
門
性
を
生
か
し
な
が
ら
連
携
し
、切
れ
目
の
な
い
支
援
を
進
め
、

こ
ど
も
や
保
護
者
が
必
要
な
支
援
を
円
滑
に
受
け
ら
れ
る
体
制
整
備
を

強
化
す
る
。
ま
た
、
市
民
病
院
の
新
体
制
を
踏
ま
え
た
連
携
強
化
も
協

議
し
、
児
童
発
達
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
る
。

高
砂
市
も
教
育
研
究
所
を
設
置
し
て
、し
っ
か
り
と
教
育
に
人

材
と
予
算
を
配
分
し
て
、高
砂
市
の
教
育
の
向
上
に
努
め
る
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
が
、ご
見
解
は
。

高
砂
市
に
お
い
て
教
育
研
究
所
は
設
置
し
て
い
な
い
が
、指
導

主
事
が
中
心
と
な
り
教
育
状
況
の
調
査・分
析
を
行
い
、研
修
会

の
企
画
や
教
職
員
へ
の
指
導
助
言
を
実
施
し
て
い
る
。研
修
は
教
職
員

の
専
門
性
や
指
導
力
の
向
上
を
目
的
と
し
、多
様
な
研
修
や
実
践
交
流

会
を
通
じ
て
資
質
向
上
に
努
め
て
い
る
。今
後
も
高
砂
市
ま
る
ご
と
が

教
育
研
究
所
と
な
る
よ
う
な
仕
組
み
を
充
実
・
発
展
さ
せ
、主
体
的
に

学
び
続
け
る
教
職
員
の
育
成
を
図
っ
て
い
く
。

問問 答答 児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
と

建
て
替
え
に
つ
い
て
　
ほ
か

令
和
6
年
地
方
自
治
法
改
正
に
対
す
る
本
市
の
対
応
状
況
に
つ
い
て

人　事

・農業委員会委員を任命するにつき同意しました。

・監査委員を選任するにつき同意しました。
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山下　雅史

前橋　瑞紀

石橋　一亜

古門　謙二

松本　眞実子

杉田　住夫

高砂市伊保

高砂市曽根町

高砂市米田町

高砂市阿弥陀町

高砂市阿弥陀町

高砂市北浜町

加古川市西神吉町

髙谷　直樹

北野　益生

堀内　義高

北原　知子

駒井　隆彥

芦谷　博務

宇高　秀和

おお はま まさ のり

高砂市伊保崎　 貝塚　史利
かい づか ふみ とし

ほり うち よし たか

やま した まさ ふみ

まつ もと   ま　み　こ

まえ はし みず　き

いし ばし かず　あ

すぎ  た すみ  お

たか たに なお  き

きた  の ます  お

きた はら

たかひこ

とも  こ

あし たに ひろ  む

こま  い

ひで かずう  たか

  こ かど けん  じ
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全国市議会議長会15年永年勤続議員表彰
川端　宏明　　　　鷹尾　治久

兵庫県自治功労表彰 川端　宏明　　　　鷹尾　治久



行政課題等調査検討特別委員会 報告書

6月6日、白陵中学校・高等学校の生徒の皆さんを迎えて、意見交換を行いました。

前半は、「議会のしくみ」「投票率」「高齢者福祉」「コミュニティバス」をテーマに、各委員会

の調査・研究内容を紹介しました。その後、3つのグループに分かれ、議員と中学生、高校生が

自由に意見を交わしました。

投票率をテーマとしたグループでは、「若者に政治や候補者の情報が届きにくい」「SNSや公

開討論会など政策を知る機会を増やしてほしい」といった意見が出されました。また、スマー

トフォン投票や魅力的な投票済証など、若者ならではの視点から積極的な提案もありました。

高齢者福祉をテーマとしたグループでは、介護人材不足や移動手段、相談体制について意見

交換を実施しました。「高齢者と若い世代が交流できる場を増やすべき」「情報の内容だけでな

く、伝え方やデザインも重要」といった意見が交わされ、中学生や高校生が福祉を自分ごとと

して考える姿が印象的でした。

コミュニティバスをテーマとしたグループでは、「下校時間に利用しにくい」「存在は知って

いても利用したことがない」といった率直な声が寄せられました。一方で、「位置情報ゲームと

連携した企画」「地域資源を巡るデジタルスタンプラリー」「SNSやYouTubeを活用した情報

発信」など、バスに乗ること自体が楽しみになるアイデアも提案され、若い世代ならではの柔

軟な発想に私たち議員も多くの気づきを得ました。

今回の意見交換会は、中学生、高校生にとって市政や議会を身近に感じる機会となるととも

に、議員にとっても若い世代の率直な意見や新たな視点に触れる貴重な機会となりました。い

ただいたご意見を今後の調査・研究や政策提言に生かし、市民に開かれた議会を目指して、引

き続き対話の機会を大切にしてまいります。

 

委員会の報告

「公共施設等総合管理計画」「第Ⅱ期全体最適化計画」の見直し・策定については、現在取り
組みが進む「新たな学校づくり推進計画」と整合が求められる。とくに、校区の再配置につ
いては教育委員会と市長部局が連携し、確かな理念に基づいた計画を策定し、広く市民に
周知、理解を求めることが重要となる。
また、将来の長期財政見通しが示され、公共施設の更新に多大の経費が必要となることが示
された。今後の高砂市財政を持続可能なものとするには、再配置・最適化計画の推進は必須
の要件となる。市民病院の建替え、公共施設の更新問題については、策定中の構想、計画等
を見極め、財政とのバランスを考慮した事業の優先順位の課題が残るなど、議会として引き
続き調査・検討すべき課題と考える。

〈最後に〉

〈総論：委員からの指摘事項・意見〉
「公共施設等総合管理計画」「第Ⅱ期全体最適化計画」の見直し・策定の途上であるため、主
に、各施設の現状と課題を整理し、市民ニーズを把握したうえでの公共サービスの在り方
を検討・確認した。

〈各論：委員からの指摘事項・意見〉
委員会では、2年間にわたり29か所に及ぶ各公共施設（学校施設、高砂児童学園、文化会
館、高砂市勤労者総合福祉センター）を視察、その都度施設の抱える問題点、政策的な課題
について活発に議論を行い、多くの指摘・意見が寄せられた。

（2）公共施設の今後について

市民病院の経営改善については、これまで、市民病院並びに市民病院将来構想推進室から
報告を受け、議論を重ねてきた。
すでに昨年3月議会で中間報告を行い、12月議会で指定管理者制度へ経営形態を変更、ま
た本年5月臨時議会においては、公益社団法人地域医療振興協会を指定し、同法人との基
本協定の締結を了承したところである。

〈委員からの指摘事項・意見〉

（1）市民病院について

■新病院の整備・移転建替えについて
新病院の整備については、想定外の変化を続ける国際情勢・経済状況を踏まえ、建設費等
今後の状況を考慮した中で判断すべきと考える。
■その他　○医師確保について　○市民病院職員の処遇について
引き続き、課題解消に向け協議、努力することを求めた。

白陵中学校・高等学校との意見交換会を開催しました
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行政課題等調査検討特別委員会 報告書

6月6日、白陵中学校・高等学校の生徒の皆さんを迎えて、意見交換を行いました。

前半は、「議会のしくみ」「投票率」「高齢者福祉」「コミュニティバス」をテーマに、各委員会

の調査・研究内容を紹介しました。その後、3つのグループに分かれ、議員と中学生、高校生が

自由に意見を交わしました。

投票率をテーマとしたグループでは、「若者に政治や候補者の情報が届きにくい」「SNSや公

開討論会など政策を知る機会を増やしてほしい」といった意見が出されました。また、スマー

トフォン投票や魅力的な投票済証など、若者ならではの視点から積極的な提案もありました。

高齢者福祉をテーマとしたグループでは、介護人材不足や移動手段、相談体制について意見

交換を実施しました。「高齢者と若い世代が交流できる場を増やすべき」「情報の内容だけでな

く、伝え方やデザインも重要」といった意見が交わされ、中学生や高校生が福祉を自分ごとと

して考える姿が印象的でした。

コミュニティバスをテーマとしたグループでは、「下校時間に利用しにくい」「存在は知って

いても利用したことがない」といった率直な声が寄せられました。一方で、「位置情報ゲームと

連携した企画」「地域資源を巡るデジタルスタンプラリー」「SNSやYouTubeを活用した情報

発信」など、バスに乗ること自体が楽しみになるアイデアも提案され、若い世代ならではの柔

軟な発想に私たち議員も多くの気づきを得ました。

今回の意見交換会は、中学生、高校生にとって市政や議会を身近に感じる機会となるととも

に、議員にとっても若い世代の率直な意見や新たな視点に触れる貴重な機会となりました。い

ただいたご意見を今後の調査・研究や政策提言に生かし、市民に開かれた議会を目指して、引

き続き対話の機会を大切にしてまいります。

 

委員会の報告

「公共施設等総合管理計画」「第Ⅱ期全体最適化計画」の見直し・策定については、現在取り
組みが進む「新たな学校づくり推進計画」と整合が求められる。とくに、校区の再配置につ
いては教育委員会と市長部局が連携し、確かな理念に基づいた計画を策定し、広く市民に
周知、理解を求めることが重要となる。
また、将来の長期財政見通しが示され、公共施設の更新に多大の経費が必要となることが示
された。今後の高砂市財政を持続可能なものとするには、再配置・最適化計画の推進は必須
の要件となる。市民病院の建替え、公共施設の更新問題については、策定中の構想、計画等
を見極め、財政とのバランスを考慮した事業の優先順位の課題が残るなど、議会として引き
続き調査・検討すべき課題と考える。

〈最後に〉

〈総論：委員からの指摘事項・意見〉
「公共施設等総合管理計画」「第Ⅱ期全体最適化計画」の見直し・策定の途上であるため、主
に、各施設の現状と課題を整理し、市民ニーズを把握したうえでの公共サービスの在り方
を検討・確認した。

〈各論：委員からの指摘事項・意見〉
委員会では、2年間にわたり29か所に及ぶ各公共施設（学校施設、高砂児童学園、文化会
館、高砂市勤労者総合福祉センター）を視察、その都度施設の抱える問題点、政策的な課題
について活発に議論を行い、多くの指摘・意見が寄せられた。

（2）公共施設の今後について

市民病院の経営改善については、これまで、市民病院並びに市民病院将来構想推進室から
報告を受け、議論を重ねてきた。
すでに昨年3月議会で中間報告を行い、12月議会で指定管理者制度へ経営形態を変更、ま
た本年5月臨時議会においては、公益社団法人地域医療振興協会を指定し、同法人との基
本協定の締結を了承したところである。

〈委員からの指摘事項・意見〉

（1）市民病院について

■新病院の整備・移転建替えについて
新病院の整備については、想定外の変化を続ける国際情勢・経済状況を踏まえ、建設費等
今後の状況を考慮した中で判断すべきと考える。
■その他　○医師確保について　○市民病院職員の処遇について
引き続き、課題解消に向け協議、努力することを求めた。

白陵中学校・高等学校との意見交換会を開催しました
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編集●市議会だより編集委員会

https://www.city.takasago.lg.jp/

議会だより議会だより

６月定例会の日程 ６月９日～６月22日 （14日間）

第２回臨時会の日程 ５月19日～５月20日（2日間）
5月19日 開会、市長の提案理由の説明、質疑、委員会審査
20日 特別委員会、委員会審査、委員長報告、討論採決、閉会

中高校生との意見交換会を行いました！
第2回臨時会で市民病院の指定管理者の指定について可決！

第２回臨時会
６月定例会
合併号

6月9日
10日
15・16日
17日

開会、市長の提案理由の説明、諸報告
質疑   
一般質問
特別委員会、委員会審査 

委員会審査   
委員長報告、討論採決、諸報告、質疑
委員会審査、委員長報告、
討論採決（追加提案）、閉会

18日
22日

意見書を提出しました

子どものゆたかな学びと育ちを保障するための
2027 年度政府予算に係る意見書

令和8年6月22日に議決された下記の意見書を内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣に対し提出しました。

内容については高砂市議会ホームページをご覧ください。
右の二次元コードを読み込むことでご覧いただくことも可能です。 意見書・決議

掲載ページ

「高砂市議会だより」の

表紙写真を募集します

本会議・委員会はどなたでも傍聴できます

スマホで議会だよりをチェック！

アプリ「マチイロ」で、議会だよりを
いつでも読むことができます。 
※利用時にはアプリのダウンロードが必要です

行政視察の受け入れ状況 （令和８年５月～６月末現在）

本会議・委員会を
インターネットで放映中！

高砂市議会は「市民に開かれた議会」を目指すため
に、本会議（ライブ・録画）と委員会（ライブ）を配信
しておりますので、ぜひご覧ください。

ライブ中継はこちらの二次元コードを
読み込むことでご覧いただけます。

ぜひ、ご応募ください！
市民のみなさまに親しまれ、身近に感じていただけるよう、
年5回（1月、5月、7月、11月、12月）発行する高砂市議
会だよりの表紙写真を募集します。

問い合わせ先：議会事務局　443-9061

詳しい日程は後日、高砂市議会ホームページにて
お知らせいたします。

９月
定例会は9月18日（金）開会予定

視察日 来庁市議会 視察内容

5月21日 神奈川県海老名市議会 庁舎管理における包括的民間委託について

6月25日 島根県安来市議会 日本遺産北前船寄港地・歴史文化発信事業について

応募方法など詳しくは、
高砂市議会のホームページをご覧ください。
右の二次元コードを読み込むことで
ご覧いただけます。
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日程その他詳しいことは
議会事務局（Tel：443-9061）

までお問合せください。


